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未
来
に
つ
な
が
る
一
票
を

８月３０日�は、衆議院議員総選挙および

最高裁判所裁判官国民審査の投票日です。

あなたの大切な一票を国政に生かすため

にも、必ず投票に行きましょう。

投
票
の
注
意

【
投
票
時
間
】

投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

【
投
票
用
紙
】

投
票
用
紙
に
は
、
小
選
挙
区

選
挙
は「
候
補
者
の
氏
名
」を
、

比
例
代
表
選
挙
は「
政
党
名
等
」

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
審
査
は
、
辞
め
さ
せ
た

ほ
う
が
良
い
と
思
う
裁
判
官
に

×
印
（
辞
め
さ
せ
る
必
要
が
な

い
と
思
う
と
き
は
無
記
入
）
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
代
理
投
票
】

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、

自
分
で
字
を
書
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
「
代
理
投
票
」
が
で

き
ま
す
。
投
票
所
受
付
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密

は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

【
点
字
投
票
】

目
の
不
自
由
な
方
は
「
点
字

投
票
」
が
で
き
ま
す
の
で
、
受

付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
所
に
は
「
点
字
の
候
補

者
等
名
簿
」を
備
え
て
い
ま
す
。

【
手
話
通
訳
者
の
派
遣
】

投
票
日
に
投
票
所
に
お
い
て

手
話
通
訳
が
必
要
な
方
は
、
事

前
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
手
話
通
訳
者

を
派
遣
し
ま
す
。

投
票
所
を
変
更

３
０
５
投
票
区
の
楠
根
小
学

校
は
楠
根
中
学
校
に
変
更
し
ま

す
。
な
お
、
該
当
地
域
は
、
稲

田
本
町
１
・
２
丁
目
、
川
俣
全

域
、
川
俣
本
町
全
域
、
楠
根
１

・
２
丁
目
、
長
田
西
５
丁
目
で

す
。ま

た
、
３
３
５
投
票
区
の
小

阪
小
学
校
は
小
阪
中
学
校
に
変

更
し
ま
す
。
な
お
、
該
当
地
域

は
、
中
小
阪
１
〜
３
丁
目
、
小

阪
本
町
２
丁
目
６
番
〜
１３
番
、

宝
持
１
丁
目
で
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

０
６
（
４
３

０
９
）３
２
８
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
４
９

小
選
挙
区

大
阪
府
内
を
１９
の
選
挙
区
に
区

割
り
し
、
東
大
阪
市
は
単
独
で
１

選
挙
区
（
大
阪
府
第
１３
区
）
と
な

り
、
１
人
の
議
員
を
選
び
ま
す
。

比
例
代
表

全
国
を
１１
の
選
挙
区
に
分
割
し
、

大
阪
府
を
含
め
た
近
畿
６
府
県
で

１
選
挙
区
（
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
）
と

な
り
、
定
数
は
２９
人
で
す
。

各
政
党
の
得
票
数
に
応
じ
て
当

選
人
数
を
各
政
党
に
配
分
し
ま
す
。

※
６
・
７
面
に
続
く
。

２優良商店・企業を募集

３国保の減免申請決定通知書を送付

４市職員を募集

６・７投票日は８月３０日�です

■人 口：505，707人
■世帯数：218，150世帯（平成21年7月1日現在）

投票日は８月３０日�日 投票時間は午前７時～午後８時
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古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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市
で
は
毎
年
、
模
範
と
な
る

優
良
商
店
・
企
業
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。

今
年
も
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い

（
表
彰
は
来
年
２
月
の
予
定
）。

優
良
商
店
表
彰

◇
応
募
資
格

原
則
と
し
て

３
年
以
上
、
市
内
で
同
種
の
営

業
を
行
っ
て
い
る
物
品
販
売
業
、

理
・
美
容
業
、
洗
濯
業
、
飲
食

業
者※

大
企
業
や
「
風
俗
営
業
等

の
規
制
お
よ
び
業
務
の
適
正
化

等
に
関
す
る
法
律
」
の
適
用
を

受
け
る
商
店
は
、
応
募
で
き
ま

せ
ん
。

◇
審
査
基
準

次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
こ
と

▽
営
業
施
設
（
店
舗
構
成
、

商
品
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
、
照
明
、

デ
ザ
イ
ン
な
ど
）
が
整
備
さ
れ

て
い
る

▽
営
業
態
度
が
誠
実

か
つ
積
極
的
で
あ
る

▽
接
客

や
情
報
提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

に
優
れ
て
い
る

▽
地
域
商
業

活
動
に
協
力
的
で
あ
る

※
表
彰
は
審
査
に
よ
り
１０
店

舗
以
内
で
、表
彰
者
に
は
賞
状
と

表
彰
プ
レ
ー
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

◇
応
募
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
き
、
店
舗
の
正
面

写
真
を
添
え
て
、
９
月
３０
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は

持
参※

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

◇
申
請
書
配
布
・
応
募
・
問
合

せ
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役

所
商
業
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
７
６
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
４
６

優
良
企
業
表
彰

◇
応
募
資
格

市
内
に
引
き

続
き
３
年
以
上
本
社
ま
た
は
事

業
所
が
あ
る
製
造
を
主
と
す
る

企
業
（
大
企
業
の
資
本
参
画
５０

％
未
満
）

◇
審
査
基
準

過
去
３
年
間

の
業
績
が
優
良
で
、
本
市
の
産

業
発
展
に
寄
与
し
、
今
後
の
伸

展
が
期
待
さ
れ
る
次
の
条
件
の

い
ず
れ
か
１
つ
を
満
た
す
企
業

▽
新
技
術
、
新
製
品
を
研
究

開
発
し
、
企
業
化
の
実
績
が
あ

る

▽
新
鋭
機
器
設
備
ま
た
は

新
し
い
生
産
シ
ス
テ
ム
の
研
究

開
発
を
行
い
、
企
業
化
の
実
績

が
あ
る

▽
技
術
の
向
上
、
改

善
に
著
し
い
成
果
を
あ
げ
た

▽
経
営
の
健
全
化
を
図
り
、
か

つ
技
術
革
新
に
対
す
る
経
営
意

欲
が
認
め
ら
れ
る

※
表
彰
企
業
に
は
賞
状
と
盾

を
贈
呈
し
、
企
業
製
品
を
市
役

所
１
階
に
常
設
展
示
し
ま
す
。

◇
応
募
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
書
き
、
９
月
３０
日
�

（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま
た
は

持
参

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
東
大
阪
市
技
術
交
流

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

tt

p���w
w
w
.tech

p
la
za
.c

ity
.h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.o
s

a
k
a
.jp�

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

◇
申
請
書
配
布
・
応
募
・
問
合

せ
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役

所
モ
ノ
づ
く
り
支
援
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
７
７
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

次
の
と
お
り
、
休
日
・
夜
間

・
出
張
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。

保
険
料
決
定
通
知
書（
納
付
書
）

な
ど
通
知
書
番
号
の
わ
か
る
書

類
を
持
っ
て
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。な

お
、休
日
・
夜
間
・
出
張
納
付

相
談
は
来
所
相
談
の
み
で
、
電

話
で
の
照
会
や
相
談
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日
�
８
月
２２

日
�
、
２３
日
�
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時

▽
夜
間
�
８
月
２４
日

�
〜
２６
日
�
午
後
５
時
３０
分
〜

８
時◇

と
こ
ろ

医
療
保
険
室
保

険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

８
月
３１
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

布
施
駅
前
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

徴
収
嘱
託
員
制
度

金
融
機
関
や
市
役
所
窓
口
な

ど
で
支
払
い
が
困
難
な
方
は
、

自
宅
ま
で
徴
収
嘱
託
員
が
伺
っ

て
保
険
料
を
徴
収
す
る
「
徴
収

嘱
託
員
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

�
東
大
阪
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
に
適

し
た
仕
事
を
家
庭
や
企
業
、
公

共
団
体
な
ど
か
ら
引
き
受
け
、

雇
用
を
伴
わ
な
い
軽
易
な
仕
事

を
会
員
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

仕
事
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
も

っ
て
い
る
６０
歳
以
上
の
方
は
、

ぜ
ひ
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
、

あ
な
た
の
能
力
や
経
験
を
活
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
仕
事
内
容

一
般
事
務
、

経
理
事
務
、
筆
記
・
毛
筆
、
軽

せ
ん
て
い

作
業
、
植
木
の
剪
定
、
施
設
管

理
、
家
事
援
助
、
老
人
介
護
、

育
児
サ
ー
ビ
ス
、建
物
の
補
修
、

ふ
す
ま
・
障
子
・
網
戸
の
張
替

え
な
ど

※
仕
事
の
依
頼
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

◇
応
募
・
問
合
せ
先

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

０
６

（
６
２
２
４
）
２
４
０
８
、
�

０
６
（
６
２
２
４
）
２
４
０
９

市
で
は
、
地
球
環
境
へ
の

負
荷
の
低
減
や
改
善
な
ど
、

豊
か
な
環
境
を
創
造
す
る
た

め
に
豊
か
な
環
境
創
造
基
金

を
活
用
し
て
、
公
共
的
な
施

設
の
整
備
や
環
境
教
育
、
環

境
啓
発
、
改
善
活
動
を
行
う

団
体
な
ど
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

募
集
し
、
審
査
の
結
果
、

次
の
８
団
体
に
決
ま
り
ま
し

た
。な

お
、
団
体
の
活
動
成
果

発
表
会
は
来
年
４
月
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

◇
交
付
団
体

▽
２
０
０

９
年
度
東
大
阪
市
民
環
境
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

▽
加
納
小
学
校
エ
コ
ク
ラ
ブ

▽
小
阪
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

▽

孔
舎
衙
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

▽

高
井
田
東
校
区
地
域
活
性
化

推
進
の
会

▽
玉
串
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ

▽
社
会
福
祉
法
人

杏
林
福
祉
会
木
の
実
保
育
園

▽
布
施
公
設
市
場
事
業
協
同

組
合※

活
動
内
容
な
ど
、
く
わ

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

環
境
企
画

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

９
８
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
緑

化
促
進
に
貢
献
し
た
協
同

組
合
大
阪
紙
文
具
流
通
セ

ン
タ
ー
に
対
し
、
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た（
写
真
）。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
組
合

団
地
設
立
４０
周
年
を
記
念

し
て
、
ま
ち
の
み
ど
り
を

増
や
そ
う
と
同
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
街
路
樹
植
栽
を
決

め
、
そ
の
費
用
と
し
て
３
０

０
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

市
役
所
を
訪
れ
た
同
セ
ン

タ
ー
副
理
事
長
の
藤
本
良
輔

さ
ん
が
「
環
境
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
、喜
ん
で
い
ま
す
」

と
話
す
と
、野
田
市
長
は「
組

合
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
感

謝
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
に
尽
力

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
に
寄

付
を
さ
れ
た
春
木
茂
弘
さ
ん

に
対
し
、
市
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

春
木
さ
ん
は
、
多
年
に
わ

た
り
下
水
道
事
業
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
下

水
道
法
制
定
５０
周
年
記
念
国

土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
、
か
つ
て
在
職
し
た
本
市

に
対
し
、
人
材
育
成
な
ど
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
１０
万

円
を
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
春

木
さ
ん
は
、「
下
水
道
事
業
に

携
わ
る
職
員
の
育
成
に
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
布
施
公
設
市

場
事
業
協
同
組
合
で
は
、
市

が
実
施
す
る
豊
か
な
環
境
創

造
基
金
活
用
事
業
の
補
助
金

を
活
用
し
て
、
小
売
店
「
ス

バ
ル
タ
ウ
ン
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」
に

ド
ラ
イ
型
ミ
ス
ト
装
置
を
設

置
し
ま
し
た
。

こ
の
装
置
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
と
集
客
に
つ
な
げ
よ

う
と
設
置
し
た
も
の
で
、
ミ

ス
ト
を
噴
霧
す
る
こ
と
で
、

付
近
の
温
度
を
５
度
前
後
下

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同

時
に
、
店
外
か
ら
入
り
込
む

熱
気
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

店
内
の
エ
ア
コ
ン
設
定
温
度

を
２
〜
３
度
上
げ
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

買
い
物
客
ら
は
、
ミ
ス
ト

を
珍
し
そ
う
に
眺
め
な
が
ら
、

「
涼
し
い
で
す
。
暑
さ
が
以

前
と
全
然
違
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。装置は３ｍほどの高さのところ

に１６ｍにわたってパイプが取り
付けられ、３０か所の噴霧器から、
霧状の水を散布します

優
良
商
店
・
企
業
表
彰
に
応
募
し
ま
せ
ん
か

ミ
ス
ト
装
置
で
温
暖
化
防
止

補助金交付団体が決まりました

布
施
公
設
市
場
小
売
店

豊かな環境創造基金活用事業

会
員
を
募
集
し
ま
す

あ
な
た
の
能
力
や
経
験
を

い活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

国民健康保険・長寿医療（後期高齢者医療）保険

納付が困難な方は相談を

緑
化
促
進
に
貢
献

仕
事
の
依
頼
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

寄
付
団
体
へ
感
謝
状
を
贈
呈

（２）平成２１年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



７
月
３１
日
ま
で
に
国
民
健
康

保
険
料
の
減
免
申
請
（
失
業
、

休
廃
業
に
よ
る
減
免
を
除
く
）

を
さ
れ
た
方
に
、
決
定
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
（
８
月
１４
日
発

送
）。承認

さ
れ
た
方
に
は
、「
保
険

料
変
更
通
知
書
」
を
、
不
承
認

の
方
に
は
「
不
承
認
通
知
」
を

送
付
し
ま
す
。

承
認
の
場
合
は
、
１
期
（
６

月
）
と
２
期（
７
月
）は
６
月
に

郵
送
し
た
決
定
通
知
書
で
納
付

し
、３
期（
８
月
）以
降
は
、８
月

送
付
の
変
更
通
知
書
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
３
期
を

支
払
い
済
み
で
過
剰
払
い
の
場

合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、失
業
や
休
廃
業
に
よ
る

減
免
の
申
請
を
さ
れ
た
方
に
は
、

来
年
５
月
末
に
判
定
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
判
定
後
に
還
付
し

ま
す
の
で
、
今
年
６
月
に
送
付

し
た
決
定
通
知
書
で
忘
れ
ず
納

付
し
て
く
だ
さ
い
（
分
割
納
付

相
談
が
お
済
み
の
方
は
除
く
）。

子
育
て
支
援
金
制
度

保
険
料
を
完
納
し
た

３
人
以
上
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
方
へ

市
で
は
、
平
成
２１
年
度
分
の

国
民
健
康
保
険
料
を
完
納
し
た

１８
歳
未
満
の
子
ど
も
３
人
以
上

を
養
育
し
て
い
る
方
に
「
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
ま
す
。

１８
歳
未
満
の
子
ど
も
３
人
目

以
降
、
人
数
に
応
じ
て
均
等
割

額
（
軽
減
適
用
後
）
の
２
分
の

１
を
子
育
て
支
援
金
と
し
て
翌

年
５
月
に
指
定
の
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

対
象
世
帯
の
年
度
内（
翌
年
３
月

末
日
）完
納
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
参
考
�
１８
歳
未
満
の
子
ど

も
が
３
人
い
る
世
帯
で
、ほ
か
に

軽
減
な
ど
が
な
い
場
合
�
均
等

割（
子
ど
も
１
人
分
）〔
２
万
９
４

０
０
円（
医
療
分
）＋
８
７
６
０

円
（
支
援
金
分
）
〕
の
半
額
�
１

万
９
０
８
０
円
を
交
付
し
ま
す
。

老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相

当
額
等
一
部
助
成
）
医
療
証
お

よ
び
老
人
医
療
証
は
、
８
月
１

日
か
ら
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
に
は
、
新
し

い
医
療
証
を
送
付
し
て
い
ま
す

が
、ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
、

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

古
い
医
療
証
は
、
必
ず
返
却
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

老老
人人
医医
療療
（（
一一
部部
負負
担担
金金
相相

当当
額額
等等
一一
部部
助助
成成
））
医医
療療
証証

一
部
助
成
医
療
証（
空
色
）は
、

健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
と

い
っ
し
ょ
に
医
療
機
関
に
提
示

し
、
支
払
う
保
険
診
療
の
自
己

負
担
金
の
一
部
を
助
成
す
る
も

の
で
す
。
対
象
は
、
６５
歳
以
上

で
次
の
�
〜
�
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
対
象
者
本
人
の
所
得

が
平
成
２１
年
度
所
得
制
限
額

（
表
）を
超
え
て
い
な
い
方
で
す
。

�
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

ま
た
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
制
度
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
方

�
感
染
症
の
予
防
お
よ
び
感

染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
第
３７
条
の
２
に
基

づ
く
結
核
患
者（
患
者
票
所
持
）

�
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
く
精
神
通
院
医
療
を
受
け
て

い
る
方
（
受
給
者
証
所
持
）

�
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

実
施
要
綱
に
規
定
す
る
疾
患
の

あ
る
方
（
受
給
者
証
所
持
）

老老
人人
医医
療療
証証

老
人
医
療
証（
オ
レ
ン
ジ
色
）

の
対
象
は
、
昭
和
１４
年
８
月
２

日
か
ら
昭
和
１４
年
１０
月
３１
日
ま

で
生
ま
れ
の
健
康
保
険
加
入
者

（
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

で
す
。

た
だ
し
、
本
人
お
よ
び
世
帯

全
員
（
健
康
保
険
証
の
被
保
険

者
を
含
む
）
が
市
・
府
民
税
非

課
税
（
当
該
年
度
の
１
月
１
日

現
在
６５
歳
以
上
で
合
計
所
得
金

額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
を

含
む
。
譲
渡
所
得
は
特
別
控
除

前
）
の
方
で
す
。

必必
ずず
申申
請請
をを

対
象
と
な
る
方
で
交
付
申
請

が
ま
だ
の
場
合
は
、
医
療
助
成

課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
次
の
と
き
は
必
ず
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
転
出
や
転
居
す
る
と
き

▽
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き

▽
死
亡
し
た
と
き

▽
生
活
保

護
を
受
け
た
と
き

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
助
成
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医

療
）
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
４
月
支
給
の
年
金
か

ら
仮
算
定
に
よ
り
特
別
徴
収
を

開
始
し
て
い
る
方
に
は
、
平
成

２０
年
分
所
得
に
よ
っ
て
再
計
算

（
本
算
定
）
し
、
１０
月
以
降
の

年
金
か
ら
特
別
徴
収
す
る
金
額

を
通
知
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
徴
収
と
な
ら
な

い
普
通
徴
収
の
方
に
は
、
平
成

２０
年
分
所
得
に
よ
り
計
算
し
、

７
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
年

９
回
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
金

額
を
通
知
し
て
い
ま
す
。
必
ず

納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

【
納
付
方
法
の
変
更
に
は
手

続
き
が
必
要
で
す
】

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医

療
）
保
険
料
を
年
金
か
ら
特
別

徴
収
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、
口

座
振
替
で
の
納
付
を
条
件
に
普

通
徴
収
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
保

険
料
額
決
定
通
知
書
、
預
貯
金

通
帳
、
通
帳
印
を
持
っ
て
、
金

融
機
関
や
郵
便
局
な
ど
で
口
座

振
替
依
頼
の
手
続
き
を
行
い
、

本
人
控
え
を
ご
持
参
の
う
え
、

保
険
料
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
納
付
方
法
の

変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
（
表
）
ま

で
と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
入
院
時
の
食
事
療
養
費
も
減

額
）
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す

か
。

交
付
を
受
け
る
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。
医
療
保
険
室
資

格
給
付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
と
き
な
ど
、
認
め
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
税
非
課
税
の
方

が
「
９０
日
を
超
え
る
入
院
」
を

し
た
場
合
は
、
入
院
日
数
の
わ

か
る
領
収
書
を
添
え
て
再
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
限
度
額
認
定
証
」
は
申
請

日
の
属
す
る
月
の
１
日
か
ら
の

適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

【
７０
歳
未
満
の
方
（
長
寿
医

療
保
険
を
除
く
）】

全
世
帯
を
対
象
に
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
を
申
請
に
よ
り

交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入
院
時

の
食
事
療
養
費
も
減
額
し
ま
す
。

【
７０
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

お
よ
び
長
寿
医
療
保
険
の
方
】

前
期
高
齢
者
お
よ
び
長
寿
医

療
保
険
で
は
、市
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
を
対
象
に
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

以
外
の
方
は
、
受
給
者
証
お
よ

び
被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
に

提
示
す
る
と
、
入
院
時
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と

な
り
ま
す
。

医
療
費
が
高
額
の
と
き
は

申
請
を
〜
高
額
療
養
費
〜

１
か
月
の
一
部
負
担
金
が
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
額
を
高
額
療
養
費
と
し

て
払
戻
し
し
ま
す
。
領
収
書
を

添
え
て
、
医
療
保
険
室
資
格
給

付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
時
効
は
２
年
）。

た
だ
し
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
と
き
な
ど
、
認
め
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
高
額
療
養
費
に
は
、

入
院
し
た
と
き
の
食
事
負
担
や

部
屋
代
の
差
額
な
ど
保
険
適
用

外
の
費
用
は
含
み
ま
せ
ん
。
ま

た
、
同
じ
病
院
で
受
診
し
た
と

き
で
も
、
入
院
と
外
来
で
は
別

計
算
に
な
り
ま
す
。

【
７０
歳
未
満
の
方
（
長
寿
医

療
保
険
を
除
く
）】

「
同
じ
人
」
が
「
同
じ
月
内
」

に
「
同
じ
医
療
機
関
（
診
療
科

・
外
来
・
入
院
別
）」に
支
払
っ

た
一
部
負
担
金
が
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え
た

額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
払
戻

し
し
ま
す
。

ま
た
世
帯
内
で
、「
同
じ
月
内
」

「
同
じ
医
療
機
関
」
に
、
２
万

１
０
０
０
円
以
上
の
一
部
負
担

金
を
２
回
以
上
支
払
っ
た
場
合

は
世
帯
合
算
し
、
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
額
を
申
請
に
よ

り
払
戻
し
し
ま
す
。

【
７０
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

お
よ
び
長
寿
医
療
保
険
の
方
】

同
じ
月
の
す
べ
て
の
外
来
・

入
院
の
一
部
負
担
金
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超

え
た
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て

払
戻
し
し
ま
す
。

ま
た
、
入
院
の
場
合
は
同
一

制
度
の
方
と
世
帯
合
算
し
ま
す
。

な
お
、
長
寿
医
療
保
険
の
方

は
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

る
と
、
大
阪
府
後
期
高
齢
者
広

域
連
合
か
ら
申
請
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
書

い
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
領

収
書
は
不
要
で
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

自己負担限度額表
自己負担限度額

１５０，０００円
（８３，４００円）

＋総医療費〈１０割〉が５００，０００円
を超えた分の１％を加算

８０，１００円
（４４，４００円）

＋総医療費〈１０割〉が２６７，０００円
を超えた分の１％を加算

３５，４００円
（２４，６００円）

自己負担限度額

外来＋入院〈世帯単位〉

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費〈１０割〉が
２６７，０００円を超えた分
の１％を加算

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

注 （ ）内は、過去１２か月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合

の４回目以降の限度額

※１ 基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯の方

※２ 課税所得が１４５万円以上で、収入が高齢者単独世帯で年収３８３万円以上、

高齢者複数世帯で年収５２０万円以上の方

※３ 世帯全員が市民税非課税である世帯の方

※４ 世帯全員が市民税非課税で、各所得（特別控除前）がいずれも０円とな

る方（老人単身世帯で年金収入のみの場合は年収８０万円以下の方）

外来
〈個人単位〉

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

上位所得者
※１

一般

市民税非課税世帯

現役並み所得者
※２

一般

低所得者�
※３

低所得者Ⅰ
※４

市民税
非課税
世 帯

７０
歳
未
満
の
方

（
長
寿
医
療
を
除
く
）

７０
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

お
よ
び
長
寿
医
療
の
方

所得制限額表
所得額

２２４万円

２５９万円

２８８万円

※１人増すごとに２９万円を加算。

扶養親族などの数

０人

１人

２人

限度額適用認定証

長
寿
医
療（
後
期
高
齢
者
医
療
）保
険
料

国民健康保険・長寿医療保険

手続きはお済みですか

減免申請の決定通知書を送付

納
付
方
法
が
変
更
で
き
ま
す

国民健康保険料８
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す

老
人
医
療（
一
部
助
成
）医
療
証

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年８月１５日（３）



市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

受
験
資
格
・
職
種
・
採
用
予
定

人
数
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

※
日
本
国
籍
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
受
験
で
き
ま
す
。

◇
試
験
日

▽
第
１
次
�
９
月

２０
日
�

▽
第
２
・
３
次
�
試
験

合
格
者
に
通
知

◇
合
格
発
表
（
予
定
）

▽
第

１
次
�
１０
月
９
日
�

▽
第
２
次

�
１１
月
上
旬

▽
第
３
次
�
１２
月

上
旬※

申
込
時
の
請
求
に
基
づ
い
て
、

不
合
格
者
の
み
試
験
成
績
を
開
示

し
ま
す
。

◇
申
込
書
の
交
付

人
事
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
上
下
水
道
局
総

務
課
、
消
防
局
人
事
教
養
課
で
交

付
※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◇
受
付
期
間

８
月
２５
日
�
〜

９
月
７
日
�

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

人
事

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
１
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
１
９

掲示板のつづき

司馬�太郎記念館ボランティア募集
館内の受付や監視、庭の手入れをしてい

ただきます。�申応募用紙に必要事項を書い
て、１０月２４日�（必着）までに郵送またはフ
ァクスで�申�問〒５７７・０８０３下小阪３―１１―１８司馬
�太郎記念館０６（６７２６）３８６０、�０６（６７２６）３８５６

おかあさんのヨガ
�時９月１４日�午前１０時～１１時３０分�所ゆう

ゆうプラザ（日下）�料１，５００円�申�問戸田０９０
（８５２７）９５０２

プレママ・プレパパ子育て講座
お風呂の入れ方を学びます。�時９月２７日
�午後１時３０分～�所イコーラム（男女共同
参画センター）�対出産を迎える夫婦�料５００円
�申�問府助産師会東大阪支部０９０（８７５０）３６３８
（留守電対応）

アーバンケア御厨夏祭り
�時８月３０日�午後４時～８時�内模擬店、
盆踊りなど�所�申�問介護老人保健施設アーバ
ンケア（御厨東１）０６（６７８４）７０７７

ひびきバザー
バザーの物品も募集。�時１１月２１日�、２２
日�午前１０時～午後５時（２２日�は午後４
時まで）�所アクティビティーセンターひび
き（中小阪５）�申�問ひびき後援会０６（６７３２）１１３０

精神障害者家族会・講演会
�時�所�内�８月１９日�午後２時～・市民会

館大集会室	講演会「ひとりで地域生活を
するために必要なこと～浦河べてるの家の

実跡から」�２４日�午後１時～・東大阪さ
つき会（岩田町３）	家族会�申�問東大阪さ
つき会０６（６７３０）２９１０

年金受給者ふれあい会員大会
�時９月２６日�午後０時３０分～４時�所イコ

ーラム（男女共同参画センター）�内カラオ
ケ、舞踊など�申�問河村０６（６７８９）１７９６

子ども上方舞教室
�時�対８月２２日�～来年２月（計１０回）�
午後１時３０分～	幼児�午後２時～	小学
生（初めての方）�午後３時～４時	小学
生�所市民会館�申�問山村若佐紀上方舞研究所
０６（６７２２）３７０８

大阪商業大学附属幼稚園の催し
【夕涼み会】
�時８月２９日�午後５時１０分～７時３０分�所
大阪商業大学グラウンド�内夜店、花火など
【園庭開放】
�時９月５日�、１０月１７日�、１１月１４日�
午前１０時～正午�所大阪商業大学附属幼稚園
�対未就園児とその保護者

◇ ◇

�問大阪商業大学附属幼稚園０６（６７８２）１６００
枚岡ネイチャークラブの催し

料金は小学生以上１００円、大人３００円。

【家族で虫取り】
池島遊水池周辺に行きます。�時８月２３日

�（雨天決行）☆近鉄東花園駅南改札口に
午前９時３０分集合、午後１時ごろ解散�持弁
当、水筒、雨具、帽子、軍手、あれば昆虫

図鑑�問三木０６（６７２８）２４５５
【ナイト・ハイキング】
夕陽に沈む大阪平野を見よう。�時９月５
日�☆枚岡神社鳥居下に午後５時３０分集合、
午後９時ごろ解散�対山歩きができる方�持弁
当、飲み物、雨具、懐中電灯、虫除け�問藤
戸０６（６７２８）２１５２

たきぎのう

ひらおか薪能
�時９月２６日�午後５時３０分～�所枚岡神社

境内特設舞台�内狂言「左近三郎」、能「龍田」
�問枚岡薪能実行委員会０７２（９８１）４１７７

ガイドヘルパー（知的）養成研修
�時１０月３日�午前９時３０分～午後５時、

４日�午前１０時～午後４時、ほか実習１日（計
３日間）�所第二東福（旭町）�対１８歳以上の方
�料１０，０００円�申�問ハッピークラブ０６（６７８９）６８８８

ハロウィンアレンジ
プリザーブドフラワーを作ります。�時１０

月２日�午前１１時～�所イコーラム（男女共
ブ レ ス

同参画センター）�料２，５００円�申�問Breath０８０
（１５２３）９１８５

そう

大阪産業大学綜合図書館を開放
�時９月１５日�までの午前９時３０分～午後

６時�対高校生以上の方�問綜合図書館０７２
（８７５）３００１

地学教養講座
多田銀銅山跡などを訪ねます。�時１０月３

日�午前１０時～午後４時�料５００円�申花園高校
ホームページ（http���www.osaka�c.ed.jp�
hanazono�）に掲載の申込用紙に記入しファ
クスで�申�問芝川０７２（９６１）４９２５、�０７２（９６２）
０４４０

不動産フェア
�時�内９月１９日��午前１０時３０分～午後４
時	不動産相談�午後１時３０分～	交通安
全講習・講演会�所市民会館展示室・大集会室
�申�問宅建協会東大阪八尾支部０６（６６１８）１２３４

近畿大学中央図書館の一般開放
�時８月３１日�までの午前９時～午後７時
�対高校生�持生徒証・生徒手帳�申�問近畿大学
中央図書館０６（６７２１）２３３２

古代史・歴史研究
�時�内�８月２２日�午後１時３０分～４時３０
分	古代史フォーラム�９月１６日�午後２
時～４時	教室「中国史」�所市民会館�料各
５００円※１０月１２日
に四条畷の遺跡を訪ね、
文化財の謎を求めて遺跡ツアーをします。

�申�問東大阪市文化財を学ぶ会０７２（９６１）５２９８
枚岡自然と文化愛好会写真展

�時９月１６日�～２０日�午前１０時～午後５
時（２０日は午後４時まで）�所市民美術セン
ター�問石橋０７２（９８７）７０１７

近畿大学・寺子屋塾
�時�料�９月１６日�～１２月９日�午後６時

３０分～８時の各水曜日、木曜日、金曜日の

３コース（計１２回）	２０，０００円�９月１９日
�～１１月７日�の土曜日午後４時～５時３０
分（計７回）	１回２，０００円�所�申�問近畿大学
０６（６７２１）２３３２（内線３３３６）

がく

漢 字 樂 院
漢字を楽しみます。�時９月２７日�午後２

時～５時�所社会教育センター�申�問藤原０６
（６７２０）２６２６

映画上映会
映画「ゆずり葉」を上映します。�時８月

２２日�午後２時～、午後６時～（開場はい
ずれも３０分前）�所市民会館市民ホール�料小
学生～高校生８００円（当日１，０００円）、大人

１，２００円（当日１，５００円）�申チケットの枚数、
氏名、ファクス番号、メールアドレスをＥ

メールで�申�問身体障害者福祉協会聴言部会
「今西」�eastosakadeaf2009@yahoo.co.jp

居合体験教室
�時８月～９月の土曜日午前�所�申�問越田道

場（上四条町）０７２（９８３）０１８１

（表） 試験職種、受験資格および採用予定人員
年齢

昭和５５年４月２日から昭和６３年４月１日まで
に生まれた方

昭和５５年４月２日以降に生まれた方

昭和６３年４月２日から平成４年４月１日まで
に生まれた方
ただし、消防職で救急救命士の国家資格があ
る方または救急救命士養成所をすでに卒業も
しくは卒業見込みの方は、昭和６１年４月２日
から平成４年４月１日までに生まれた方

昭和４９年４月２日以降に生まれた方で、申込
時に病床数１００床以上の医療機関で１年以上の
実務経験がある方

昭和６０年４月２日以降に生まれた方

昭和４９年４月２日から昭和６０年４月１日まで
に生まれた方で、認可保育所の保育士として
平成２１年３月３１日までに通算３年以上の実務
経験がある方

昭和３８年４月２日から昭和４９年４月１日まで
に生まれた方で、認可保育所の保育士として
平成２１年３月３１日までに通算８年以上の実務
経験がある方

昭和６０年４月２日以降に生まれた方

昭和４５年４月２日から昭和６０年４月１日まで
に生まれた方で、国公私立の幼稚園の教員（講
師含む）として平成２１年３月３１日までに通算
３年以上の実務経験がある方

昭和５５年４月２日以降に生まれた方

昭和４９年４月２日以降に生まれた方

昭和５５年４月２日以降に生まれた方

※１ 事務Ｂは、社会福祉主事の任用資格を取得している方または平成２２年３月までに取得見込みの方に限ります。

業務内容は、福祉部門での相談、指導、支援、調査などの専門的業務です。

社会福祉主事の任用資格を取得するには、次のいずれかに該当することが必要です。

・厚生労働大臣の指定する科目のうち、大学などにおいて３科目以上履修し、卒業すること

・厚生労働大臣の指定する養成機関または講習会の課程を修了すること

・社会福祉士または精神保健福祉士の資格があること

※２ 土木Ｂ、化学は、水道企業職員としての採用になります。

採用予定人数
２６人程度

８人程度

１０人程度

４人程度

３人程度

２人程度

１人

１人

１人

５人程度

１０人程度

１人

９人程度

６人程度

３人程度

２人程度

２人程度

１人

１人

１人

２人程度

１人

１人

職種
事務Ａ

事務Ｂ ※１

消防

土木Ａ

土木Ｂ ※２

建築

電気

薬学

化学 ※２

事務

消防

診療情報管理士

保育士Ａ

保育士Ｂ

保育士Ｃ

幼稚園教員Ａ

幼稚園教員Ｂ

薬剤師Ａ

薬剤師Ｂ

診療放射線技師

臨床検査技師

保健師

管理栄養士

資格など

大学卒業程度の学力を有する方

学校教育法による大学（短大を除く）を
すでに卒業している方または平成２２年３
月卒業見込みの方で、それぞれの専門課
程を修了もしくは修了見込みの方

高等学校卒業程度の学力を有する方

診療情報管理士の資格を取得している方

保育士資格を取得または平成２２年３月に取得見
込みの方

幼稚園教諭免許を取得または平成２２年３月に取
得見込みの方

薬剤師免許を取得、または来春取得見込
みの方

がん専門薬剤師に認定、または来春認定
見込みの方

それぞれの免許を取得、または来春取得
見込みの方

管理栄養士免許をすでに取得している方

区分

上級

初級

医療職

東
大
阪
市
民
の
た
め
に

働
き
ま
せ
ん
か

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

（４）平成２１年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り



平
成
２２
年
度
の
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

幼
児
期
は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
体
験
を
通
じ

て
学
び
、
発
達
す
る
大
切
な
時
期
で
す
。
市
内

の
各
幼
稚
園
で
は
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
さ

ま
ざ
ま
な
遊
び
や
行
事
を
通
し
て
、「
や
さ
し
さ

や
思
い
や
り
な
ど
の
豊
か
な
心
」「
物
事
に
積
極

的
に
取
り
組
む
意
欲
」「
健
康
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
る
こ
と
」
な
ど
、
こ
の
時
期
に
望
ま

し
い
力
が
育
つ
よ
う
に
と
願
っ
て
保
育
を
進
め

て
い
ま
す
。

公
立
幼
稚
園

通
園
区
は
市
内
３
園
区
に
分

か
れ
て
お
り
、
該
当
す
る
園
区

内
な
ら
ど
の
幼
稚
園
で
も
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
公
立
幼
稚
園
間
の
重

複
出
願
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
募
集
人
数

▽
４
歳
児
�

縄
手
南
・
石
切
・
孔
舎
衙
・
岩

田
・
北
宮
・
英
田
幼
稚
園
は
各

７０
人（
２
学
級
）、
枚
岡
幼
稚
園

は
１
０
５
人（
３
学
級
）、
そ
の

ほ
か
は
各
３５
人
（
１
学
級
）

▽
５
歳
児
�
希
望
者
全
員

※
今
年
度
４
歳
児
で
入
園
し

て
い
る
園
児
が
引
き
続
き
通
園

す
る
場
合
は
、
改
め
て
入
園
手

続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
応
募
資
格

平
成
１６
年
４

月
２
日
〜
平
成
１８
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
、
市
内
に
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い

る
保
護
者
と
同
居
す
る
幼
児

◇
入
園
願
書
の
交
付

９
月

１
日
�
〜
３０
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）

◇
入
園
願
書
の
受
付

▽
４

歳
児
�
１０
月
１
日
�
午
後
１
時

３０
分
〜
２
時

▽
５
歳
児
�
１０

月
６
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
４

時
※
願
書
の
交
付
と
受
付
は
、

各
幼
稚
園
で
行
い
ま
す
。な
お
、

必
ず
希
望
す
る
幼
稚
園
で
願
書

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
入
園
・
保
育
料
（
平
成
２１

年
度
現
在
）

▽
入
園
料
�
５

０
０
０
円

▽
保
育
料
�
月
額

６
５
０
０
円
（
１２
か
月
払
い
）

【
４
歳
児
の
入
園
決
定
】

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は

受
付
終
了
後
に
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。
ま
た
、
募
集
人
数
に
満

た
な
い
場
合
は
全
員
を
入
園
者

と
し
、
欠
員
の
あ
る
園
で
は
２

次
募
集
を
行
い
ま
す
。

◇
２
次
募
集
願
書
の
交
付

１０
月
５
日
�
〜
２３
日
�
午
後
２

時
〜
４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

◇
２
次
募
集
願
書
の
受
付

▽
１０
月
２６
日
�
午
後
１
時
３０
分

〜
２
時

※
受
付
終
了
後
に
抽
選
し
ま

す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
通
園
区
の

幼
稚
園

▽
学
事
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
２
７
１
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
３
８

私
立
幼
稚
園

私
立
幼
稚
園
の
入
園
手
続
き

も
各
幼
稚
園
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
入
園
願
書
の
交
付

９
月

１
日
�
か
ら

◇
入
園
願
書
の
受
付

１０
月

１
日
�
か
ら

【
保
育
料
な
ど
の
負
担
軽
減

補
助
金
制
度
】

私
立
幼
稚
園
に
入
園
す
る
と
、

入
園
料
・
保
育
料
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
申
請
は
入
園
後

の
６
月
ご
ろ
に
保
護
者
が
各
幼

稚
園
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
国
か
ら
の
補
助
金

３
〜

５
歳
児
�
６
万
２
２
０
０
円
〜

２９
万
４
０
０
０
円

※
市
民
税
額
に
よ
り
支
給
額

が
異
な
り
、所
得
制
限
に
よ
り
支

給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
兄
弟
な
ど
の
有
無
に
よ
り
、

支
給
額
が
異
な
り
ま
す
。

◇
市
・
府
か
ら
の
補
助
金（
平

成
２１
年
度
の
金
額
）

▽
３
歳
児

�
２
万
３
０
０
０
円

▽
４
・

５
歳
児
�
２
万
円
ま
た
は
２
万

２
０
０
０
円

※
府
の
補
助
は
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

各
幼
稚
園

※料金表示のないものは無料。定員があ

る催しもあります。くわしくは問合せ先へ。

登校拒否を克服する会
�時９月６日�午後１時～５時�所市民会館
第１会議室�料５００円�申�問登校拒否を克服する
会０６（４３０９）００４３

難病者連絡会の交流会
�時９月８日�午後１時～３時�所総合福祉

センター�申�問松本０７２（９８１）５２２９
プリザーブドフラワー

�時�所�８月１８日�、９月１日�、１５日�
午前１０時～正午	ゆうゆうプラザ（日下）�
８月１８日�、２９日
、９月１日�、５日
、
１５日�、１９日
午後１時３０分～５時	あい
も文化交流会館（御厨中１）�料１回２，５００円
�申�問リオフラワー０６（６７７２）８７０３

親子リズム体操
�時８月２７日�、９月２４日�午前１０時～１１
時�所東公民館�申�問沖０８０（６１８０）４９１７

工作とえほんであそぼ�
�時９月２０日�午前１０時～１１時４０分�所もも
の広場（楠根）�対幼児（保護者同伴）～小
・中学生�問ピノキオ０９０（８７５９）９２１１

パソコンメンテナンス講座
�時�内�８月２３日�	Vistaの中を整理�９
月１３日�	サクサク動くメンテナンス�１０
月１１日�	大切なデータを守ろう☆いずれ
も午後１時～４時�料各３，０００円�所�申�問ＮＰＯ
法人ＩＴブレーン東大阪（小阪１）０６（６６１８）

６９００、�oubo@it�osaka.jp

大阪樟蔭女子大学の催し
くわしくは樟蔭学園ホームページ（htt

p���www.osaka�shoin.ac.jp�）へ。
【子育て講座「こどものうそ～子どもが
発達するとき」】
�時９月１５日�午前１０時～１１時３０分�所樟蔭
学園同窓会館�対子育て中の方など�申�問大阪
樟蔭女子大学附属幼稚園０６（６７２３）８１８９

【インテリアデザイン学科公開講座「建
築―風土とデザイン」】
�時９月２５日�午後１時～４時�所大阪樟蔭

女子大学小阪キャンパス�申�問インテリアデ
ザインセンター０６（６７２３）８１９６

【ファッションセミナー「ファッション
・オン・デマンド2020―CGによるファッ
ションイノベーション」】
�時９月２６日
午後２時～４時�所大阪樟蔭

女子大学小阪キャンパス�申�問ファッション
セミナー事務局０６（６７２３）８２２７

心と身体を癒す気功体験教室
�時８月２４日�、３０日�、９月７日�午前

１０時～１１時３０分�所東花園自治会館�申�問佐藤
０７２（９６６）７８５６

ウ ィ ズ

with のゆったり～おしゃべり会
�時８月２１日�、９月１８日�、１０月１６日�

午前１０時～正午�所イコーラム（男女共同参
画センター）�対女性�料各１００円�申�問米田０８０
（１４０５）３３７７

東大阪リトルリーグ硬式野球見学会
�時８月２２日
、２３日�午前９時～午後４
時�所大阪産業大学グラウンド※体験練習可。
練習は水・金曜日の午後６時３０分～、土・

日曜日・祝日の午前９時～�問谷口０９０（９６９４）
５８１４

あいも文化交流会館の催し
【オカリナ入門教室】
�時９月１日�、８日�、１５日�、２９日�
午後３時１５分～４時３０分、午後７時～８時

１５分�料１回３，５００円
【将棋初級教室】
�時８月１８日�、２０日�、２３日�、２５日�、

２７日�午後２時～４時、午後５時～７時�料
１回７００円

【リラックス歌の教室】
�時�内�８月２７日�、９月２４日�	原語で

歌う外国の歌�９月１０日�、１０月８日�	
なつかしい日本の歌☆いずれも午後７時～

８時１５分�料各５００円
◇ ◇

�所�申�問あいも文化交流会館（御厨中１）
０６（６７８２）３５６６

琴古流尺八入門教室
�時８月２０日�、２７日�午後６時３０分～８
時３０分�所やまなみプラザ（四条）�申�問清水
０７２（９８８）４１３５

水彩画教室
�時９月１３日�午後２時～４時�所くすのき
プラザ（若江岩田駅前）�料２，０００円�申�問ＮＰ
Ｏ風の音「長谷川」０９０（８３７９）４７０３

着付教室の見学
�時９月１３日�、２７日�、１０月１１日�午後
１時～�所やまなみプラザ（四条）�申�問丸山
０９０（７１０１）０４２５

着物の着付け
�時�所�８月１７日�午前１０時～	やまなみ

プラザ（四条）�２２日
午前１０時～	ゆう
ゆうプラザ（日下）�料各５００円�申�問近藤０９０
（６７３１）０６２６

ワード・デジカメ講座
�時�所�１０月１４日�、２８日�午前１１時１５分
～午後０時４５分	やまなみプラザ（四条）
�１０月の木曜日午前１０時４５分～１１時４５分（計
３回）	東大阪アリーナ�対シニア初心者�料
各３，０００円�持ノートパソコン（レンタル有）
�申�問岡村０９０（５２４３）７９５３

グローブ空手「わんぱく塾」
�時８月１７日�、２１日�午後６時３０分～９
時�所意岐部公民分館�料５００円�申�問ジミーフキ
タ０９０（３７２２）０３７１

地域ＩＴ講習会
�時８月２３日�午前１０時～午後１時�対高校
生以上の方�料１，５００円�所�申�問大阪経済法科大
学０７２（９４１）８２１１

ベビーマッサージ
�時９月２日�、１６日�、１０月７日��午
前１０時３０分～正午�午後２時３０分～４時（計
３日間）�所くすのきプラザ（若江岩田駅前）
�対２か月からハイハイまでの乳児�料各５，０００
円�持バスタオル、おむつ、飲み物�申�問江口
０８０（６１０６）４７１２

アーバンケア稲田・
グループホーム香寿庵秋祭り

�時１０月１１日�午前１０時～午後４時�内模擬
店、催し物など�所�問特別養護老人ホームア
ーバンケア稲田（稲田新町１）０６（６７４８）８００８

囲碁・将棋
�時９月５日
、１９日
午後１時３０分～５
時�所市場自治会館�申�問徳永０７２（９６２）０３１４
チャイルドライン夢メッセージ展

絵馬展をします。�時９月５日
午前１０時
～午後９時、６日�午前１０時～午後６時�所
イズミヤ若江岩田店�申�問中根０８０（３７９１）５３４１

電話番号
０７２（９８２）１４７１

０７２（９８１）２０５０

０７２（９８１）２２９０

０７２（９８１）２８７４

０７２（９８１）３５２０

０７２（９８１）２５３８

０７２（９８４）５５２０

０７２（９６１）４１７４

０６（６７２１）３６１３

０６（６７４４）５０５０

０７２（９６１）６６６５

０７２（９６２）８００５

０７２（９６１）８６１１

０６（６７２１）０９３１

０６（６７８３）１０００

０６（６７８８）４３００

０６（６７２３）１１００

０６（６７２８）１００１

０６（６７２４）０６５０

０７２（９８１）２３９３

０７２（９８２）４８７５

０７２（９８１）５３１６

０７２（９８２）４３４３

０７２（９６２）４７４８

０７２（９６４）００３４

０６（６７４６）９１７１

０６（６７２１）５０２８

０６（６７４５）７８０６

０６（６７８３）５２９０

０６（６７８１）２７８６

０６（６７２３）８１８９

０６（６７８１）７８２０

０６（６７２１）７０３８

０６（６７８３）６３４５

０６（６７８８）８１００

０６（６７２０）６４００

０６（６７２１）８２２４

０６（６７８１）４７４７

０６（６７８２）１６００

０６（６７２１）７０２６

０６（６７４６）７０９１

幼稚園名
縄手南

縄手

縄手北

枚岡

石切

孔舎衙

池島

北宮

若江

成和

英田

玉串

岩田

小阪

高井田

意岐部

弥刀東

長瀬西

菱屋西

恵徳

四葉

枚岡カトリック

石切山手

花園

松葉

鴻池学園

青葉

徳庵愛和

朝陽ヶ丘

進修

大阪樟蔭女子大学附属

西堤

八戸の里

森河内

東大阪大学附属

みどり

進修第二

長栄

大阪商業大学附属

源氏ヶ丘

桃の里

Ａ
園
区

Ｂ
園
区

Ｃ
園
区

公
立
幼
稚
園

私
立
幼
稚
園
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期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、仕
事
や
用
事
、

行
楽
な
ど
の
た
め
、
投
票
所
に

行
っ
て
投
票
で
き
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

入
場
整
理
券
（
届
い
て
い
れ

ば
）を
持
っ
て
、表
�
の
期
日
前

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所
で
は
、「
宣
誓

書
」に
住
所
、
氏
名
、
当
日
投
票

所
に
行
け
な
い
理
由
な
ど
を
記

入
す
る
だ
け
で
、簡
単
に
投
票
が

で
き
ま
す（
印
鑑
は
不
要
で
す
）。

指
定
病
院
・
施
設
で
の

不
在
者
投
票

表
�
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
院
ま
た
は
入
所
し
、

投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い

方
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

市
外
の
施
設
で
あ
っ
て
も
指

定
施
設
で
あ
れ
ば
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の

施
設
ま
た
は
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
に
よ
る

不
在
者
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
介
護
保
険
の
被
保
険

者
証
を
持
っ
て
い
て
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
に
限
り
、

「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

が
で
き
ま
す
（
点
字
投
票
は
郵

便
で
は
で
き
ま
せ
ん
）。

前
も
っ
て
「
郵
便
等
投
票
証

明
書
」
の
交
付
が
必
要
で
す
の

で
、
ま
だ
交
付
を
受
け
て
い
な

い
方
や
有
効
期
限
が
切
れ
る
方

は
、
お
早
め
に
選
挙
管
理
委
員

会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
請
求

期
限
は
、
８
月
２６
日
�
午
後
５

時
ま
で
で
す
。

対
象
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
身
体
障
害
者
手
帳

▽
両

下
肢
、
体
幹
の
障
害
も
し
く
は

移
動
機
能
の
障
害
の
程
度
が
１

級
・
２
級

▽
心
臓
、じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
の
障
害
の
程
度
が
１
級
・

３
級

▽
免
疫
の
障
害
の
程
度

が
１
級
〜
３
級

◇
戦
傷
病
者
手
帳

▽
両
下

肢
、
も
し
く
は
体
幹
の
障
害
の

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項

症
ま
で

▽
心
臓
、
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項

症
か
ら
第
３
項
症
ま
で

◇
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

▽
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護

５
【
代
理
記
載
制
度
】

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

の
対
象
者
で
、
さ
ら
に
次
の
要

件
に
該
当
す
る
方
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
届
け
出
た
選
挙
権

を
も
つ
代
理
人
の
記
載
で
、
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

要
件
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
っ
て
い
て
上
肢
ま
た
は
視

覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
の
方
、

ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ

て
い
て
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第

２
項
症
ま
で
の
方
で
す
。

滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票

市
外
に
滞
在
し
て
い
る
場
合

は
、「
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・
請

求
書
」
に
て
東
大
阪
市
選
挙
管

理
委
員
会
へ
不
在
者
投
票
の
請

求
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
投
票

用
紙
を
滞
在
先
ま
で
郵
送
し
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
郵
送
で
の
や
り
取
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
在
者
投
票
宣
誓
書
・
請

求
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。在

外
選
挙
人
名
簿
に

登
録
し
て
い
る
方

一
時
帰
国
、
帰
国
直
後
な
ど

の
方
で
、
本
市
の
在
外
選
挙
人

名
簿
に
登
録
し
て
い
る
方
は
、

投
票
方
法
・
場
所
な
ど
が
異
な

り
ま
す
が
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

必
ず
東
大
阪
市
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

０
６

（
４
３
０
９
）
３
２
８
８
、
�

０
６（
４
３
０
９
）
３
８
４
９

「
東
大
阪
宣
言
」
を
採
択
し
た

６
都
市
の
首
脳
ら

８
月
３０
日
�
は
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
投
票
日
で
す
。
必
ず
投
票

に
行
き
ま
し
ょ
う
。

当
日
投
票
に
行
け
な
い
方
は
、
期

日
前
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

投
票
で
き
る
方

平
成
元
年
８
月
３１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成

２１
年
５
月
１７
日
ま
で
に
東
大
阪

市
内
に
住
所
が
あ
り
（
住
民
届

を
し
て
い
る
こ
と
）、引
き
続
き

住
ん
で
い
る
方
で
す
。

市
内
で
転
居
し
た
方

東
大
阪
市
内
で
住
所
を
変
え

た
方
の
う
ち
、
８
月
７
日
ま
で

に
転
居
届
を
し
た
方
は
新
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

８
月
１０
日
以
後
に
転
居
届
を

し
た
方
は
、
前
の
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
と
な
り
ま
す
。

市
外
へ
転
出
し
た
方

４
月
２９
日
以
前
に
東
大
阪
市

外
へ
転
出
さ
れ
た
方
は
、
東
大

阪
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

５
月
１７
日
ま
で
に
、
転
入
届

を
さ
れ
た
方
は
新
住
所
で
投
票

で
き
ま
す
（
た
だ
し
、
転
入
先

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

転
入
先
の
市
区
町
村
選
挙
管
理

委
員
会
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
）。

投
票
所
入
場
整
理
券

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
郵

便
で
各
世
帯
に
送
付
し
ま
す
。

投
票
所
入
場
整
理
券
に
記
入

し
て
あ
る
投
票
所
を
よ
く
確
か

め
、
間
違
っ
た
場
所
に
行
か
な

い
よ
う
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

世
帯
に
届
か
な
か
っ
た
り
紛

失
し
た
り
し
て
も
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
で
そ

の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
投
票
所
入
場
整
理
券
を

持
参
し
た
方
に
も
、
選
挙
人
名

簿
と
の
対
照
に
間
違
い
が
生
じ

な
い
よ
う
氏
名
を
確
認
し
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
の
配
布

各
候
補
者
お
よ
び
政
党
の
政

見
な
ど
を
掲
載
し
た
「
選
挙
公

報
」
を
８
月
２４
日
�
ご
ろ
か
ら

順
次
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

届
か
な
い
と
き
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
す
ぐ
に
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
に
も
備
え
置
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載

各
投
票
所
の
案
内
地
図
な
ど

選
挙
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
選
挙
当
日
に
は

投
・
開
票
速
報
も
掲
載
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
が
多
く
集
積
す
る

全
国
６
都
市
の
市
・
区
長
、
商

工
会
議
所
会
頭
ら
が
一
堂
に
集

ま
り
、
中
小
企
業
の
経
営
安
定

化
に
向
け
た
取
組
み
な
ど
を
協

議
す
る
「
第
７
回
中
小
企
業
都

市
サ
ミ
ッ
ト
」
が
７
月
２８
日
、

２９
日
の
２
日
間
、
東
大
阪
市
役

所
な
ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
間
の
協
議
を
経
て
６
都

市
が
共
通
し
て
取
り
組
む
具
体

策
を
ま
と
め
た「
東
大
阪
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
、閉
幕
し
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し

た
の
は
、
本
市
を
は
じ

め
埼
玉
県
川
口
市
、
東

京
都
墨
田
、大
田
両
区
、

長
野
県
岡
谷
市
、
兵
庫

県
尼
崎
市
の
６
都
市
。

初
日
の
会
議
で
は
、「
市

内
企
業
の
景
況
感
は
９

期
連
続
で
悪
化
」や「
工

場
跡
地
に
マ
ン
シ
ョ
ン

が
建
ち
、
産
業
集
積
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
」
な

ど
、
中
小
企
業
を
め
ぐ

る
厳
し
い
現
状
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
の
分
科
会
で
は
、
行

政
と
商
工
会
議
所
に
分
か
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
協
議
が
行
わ
れ
、
続

く
合
同
会
議
で
は
、
分
科
会
で

出
た
意
見
を
踏
ま
え
、「
企
業
の

経
営
安
定
化
」「
高
付
加
価
値
化
」

「
操
業
環
境
確
保
」
を
柱
と
す

る
「
東
大
阪
宣
言
」
を
採
択
し

ま
し
た
。

同
宣
言
に
は
、
中
小
企
業
の

販
路
拡
大
を
め
ざ
し
た
６
都
市

合
同
で
の
商
談
会
開
催
や
、
操

業
環
境
確
保
に
向
け
た
製
造
業

の
立
地
促
進
の
た
め
の
優
遇
制

度
充
実
な
ど
を
盛
り
込
み
、
同

宣
言
と
同
様
の
柱
で
、
国
な
ど

へ
の
提
言
も
取
り
ま
と
め
ら
れ

ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
、
野
田
市

長
は
「
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
一

番
の
成
果
は
、
６
都
市
が
協
力

し
て
中
小
企
業
の
販
路
拡
大
の

た
め
に
、
合
同
商
談
会
を
実
施

す
る
こ
と
に
合
意
で
き
た
こ

と
。
ま
た
、
産
業
集
積
が
維
持

で
き
る
よ
う
国
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
合
わ
せ
て
、

大
阪
府
内
な
ど
の
卸
売
企
業
に

サ
ミ
ッ
ト
参
加
各
都
市
の
企
業

が
自
慢
の
製
品
を
売
り
込
む「
第

７
回
売
り
メ
ッ
セ
東
大
阪
」
が

ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大

阪
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
日
目

は
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
、
専
門

店
が
出
展
。
各
ブ
ー
ス
で
は
活

発
な
商
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
６
都
市
の

名
産
品
を
集
め
た
展
示
即
売
会

も
同
時
開
催
。
岡
谷
市
の
味
噌

や
川
口
市
の
ベ
ー
ゴ
マ
、
尼
崎

市
の
ポ
ン
酢
な
ど
個
性
豊
か
な

商
品
が
並
べ
ら
れ
、
来
場
者
ら

は
興
味
深
そ
う
に
眺
め
た
り
買

い
求
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
し
た
「
学
校

給
食
メ
ニ
ュ
ー
料
理
教
室
」
を

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
２
日
間

開
催
し
、
市
内
の
親
子
１５
組
３２

人
が
参
加
し
ま
し
た（
写
真
）。

こ
の
教
室
は
、
調
理
実
習
を

通
じ
て
学
校
給
食
の
取
組
み
と

地
元
の
農
業
や
地
産
地
消
に
つ

い
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
お
う

と
開
催
し
た
も
の
で
、
地
元
農

家
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
じ
ゃ

が
い
も
や
た
ま
ね
ぎ
、
な
す
な

ど
の
野
菜
や
米
が
、
Ｊ
Ａ
大
阪

中
河
内
孔
舎
衙
支
店
か
ら
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
親
子
は
、
日
ご
ろ

給
食
を
作
っ
て
い
る
調
理
員
の

指
導
の
も
と
、「
あ
じ
の
南
蛮
漬

け
」
や
「
な
す
の
み
そ
汁
」
な

ど
６
品
目
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

調
理
員
が
あ
じ
を
油
で
揚
げ

る
と
、
児
童
ら
は
あ
じ
の
身
に

温
度
計
の
セ
ン
サ
ー
を
差
し
込

ん
で
、
充
分
火
が
通
っ
て
い
る

か
を
測
定
。
温
度
が
表
示
さ
れ

る
と
、「
も
う
ち
ょ
っ
と
」「
い

っ
た
い
っ
た
」
と
楽
し
そ
う
に

確
認
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
「
た
く
さ

ん
の
時
間
や
手
間
を
か
け
て
給

食
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

市
で
は
、今
年
３
月
に「
東

大
阪
市
文
化
芸
術
振
興
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
東
大
阪
市

民
文
化
協
議
会
か
ら
受
け
た

提
言
を
基
に
、
文
化
芸
術
の

振
興
を
図
り
、
だ
れ
も
が
ゆ

と
り
や
う
る
お
い
を
感
じ
、

い
つ
ま
で
も
愛
着
を
持
っ
て

親
し
ま
れ
る
�
魅
力
と
誇
り

あ
る
文
化
芸
術
の
ま
ち
東
大

阪
市
�
を
実
現
す
る
た
め
、

制
定
し
た
も
の
で
す
。

条
例
制
定
を
記
念
し
て
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

９
月
２７
日
�
午

後
１
時
〜
３
時
３０
分
ま
で（
開

場
は
３０
分
前
）

◇
と
こ
ろ

ユ
ト
リ
ー
ト

東
大
阪

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

◇
対
象

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
小
学
生
以
上
の

方（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

◇
定
員

３
０
４
人
（
申

込
先
着
順
）

◇
内
容

▽
第
１
部
�

講
演
「
い
ま

何
故
、
文
化

芸
術
振
興
条

例

が

必

要

か
？
」
東
大

阪
市
民
文
化

協
議
会
長
・
中
川
幾
郎
さ
ん
、

オ
ー
ボ
エ
奏
者
・
小
林
千
晃

さ
ん
ほ
か
に
よ
る
木
管
五
重

奏
の
演
奏
「
ア
ラ
・
ホ
ー
ン

パ
イ
プ
（
水
上
の
音
楽
よ

り
）」な
ど

▽
第
２
部
�
座

談
会
「
文
化
の
力
で
東
大
阪

を
元
気
に
し
よ
う
�
」
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
成
瀬
國
晴

さ
ん（
写
真
右
上
）、
作
家
・

難
波
利
三
さ
ん
（
写
真
左

上
）、中
川
幾
郎
さ
ん
、市
長
、

議
長※

手
話
通
訳
と
一
時
保
育

あ
り
。

◇
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に

行
事
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
保
育
の
有
無
を
書

い
て
、
９
月
１０
日
�（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
（
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
文

化
国
際
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
５
５
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
３
、

Ｅ
メ
ー
ルb

u
n
k
o
k
u
@

city
.h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.

lg
.jp

こ
と

ば

も

じ

わ
た
し

せ
い
か
つ

言
葉
や
文
字
は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く

た
い
せ
つ

う
え
で
、
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

ひ
と

も

じ

「
す
べ
て
の
人
に
文
字
を
�
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ね
ん

は
じ

こ
く
さ
い
し
き

じ

ン
に
、
１
９
９
０
年
に
始
ま
っ
た
「
国
際
識
字

ね
ん

ほ
ん

し

と
り

く

こ

と
し

ね
ん

め

年
」
の
本
市
で
の
取
組
み
も
、
今
年
で
２０
年
目

む
か

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ほ
ん

し

し
き

じ

が
っ
き
ゅ
う

ち
ょ
う
え
い
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

や

か
ん

本
市
で
も
、識
字
学
級
や
長
栄
中
学
校
夜
間

が
っ
き
ゅ
う

た
い
へ
い

じ

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

や

か
ん
が
っ
き
ゅ
う

学
級
、
太
平
寺
中
学
校
夜
間
学
級
、
よ
み
か
き

き
ょ
う
し
つ

お
お

か
た
が
た

も

じ

け
ん

教

室
な
ど
で
、
多
く
の
方
々
が
文
字
な
ど
を
懸

め
い

ま
な

命
に
学
ん
で
い
ま
す
。

し

し
き

じ

り

か
い

に
ん
し
き

ふ
か

市
で
は
、
識
字
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て

こ

と
し

ひ
が
し
お
お
さ
か

し

こ
く
さ
い
し
き

じ

も
ら
う
た
め
、
今
年
も
「
東
大
阪
市
国
際
識
字

し

み
ん

か
い
さ
い

デ
ー
・
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

さ
ん

か

ぜ
ひ
、
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

が
つ
よ
う

か

か

ご

ご

じ

ぷ
ん

◇
と
き

９
月
８
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
４

じ

か
い
じ
ょ
う

ぷ
ん
ま
え

時
（
開
場
は
３０
分
前
）

だ
ん
じ
ょ
き
ょ
う
ど
う
さ
ん
か
く

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
）

て
い
い
ん

に
ん

と
う
じ
つ
せ
ん
ち
ゃ
く
じ
ゅ
ん

◇
定
員

２
４
４
人
（
当
日
先
着

順
）

な
い
よ
う

こ
う
え
ん

ち

い

き
し
ゃ
か
い

◇
内
容

▽
講
演
「
地
域
社
会
と
こ
と
ば
」

ほ
う
じ
ん
か
ん
さ
い
こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
だ
ん
た
い
き
ょ
う
ぎ
か
い

あ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
西
国
際
交
流
団
体
協
議
会
・
有

た

み
ち

よ

し
ゃ
し
ん

し
き

じ

田
典
代
さ
ん（
写
真
）

▽
識
字
デ
ー
コ
ン
サ
ー

ひ
が
し
お
お
さ
か
し
が
っ
し
ょ
う
れ
ん
め
い

が
っ
し
ょ
う

よ
ね

つ

ト
�
東
大
阪
市
合
唱
連
盟
に
よ
る
合
唱
、
米
津

み

か

て
ら

の

ち

さ

こ

美
香
さ
ん
・
寺
野
智
三
子
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ

え
ん
そ
う

＆
フ
ル
ー
ト
演
奏

し
ゅ

わ

つ
う
や
く

※
手
話
通
訳
が
あ
り
ま
す
。

に
ゅ
う
じ
ょ
う
り
ょ
う

む

り
ょ
う

◇
入

場

料

無
料

と
い
あ
わ

さ
き

し
ゃ
か
い
き
ょ
う
い
く

か

◇
問
合
せ
先

社
会
教
育
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
２
７
９
、
�
０
６（
４
３
０
９
）
３
８

３
５

コ
コ
ロ
を
軽
く
す
る
講
座

を
開
講
し
ま
す
。

◇
と
き
・
内
容

▽
９
月

１５
日
�
�
「
マ
イ
ナ
ス
こ
そ

プ
ラ
ス
の
種
」
社
会
福
祉
法

人
プ
ロ
ッ
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

理
事
長
・
竹
中
ナ
ミ
さ
ん

▽
１０
月
２０
日
�
�
「
コ
コ
ロ

の
泉
を
掘
り
起
こ
す
�
〜
幸

せ
の
器
を
満
た
す
た
め
に
」

多
民
族
共
生
人
権
教
育
セ
ン

タ
ー
理
事
・
岩
山
仁
さ
ん

▽
１１
月
１７
日
�
�
「
人
と
の

つ
な
が
り
〜
コ
コ
ロ
と
住
ま

い
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
か
ら
」一

級
建
築
士
・
磯
田
吉
郎
さ
ん

☆
い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜

３
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム

（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

第
１
・
２
研
修
室

◇
対
象

市
内
在
住
、
在

勤
の
方

◇
定
員

各
４０
人
（
連
続

し
て
受
講
で
き
る
方
を
優
先
）

◇
申
込
方
法

講
座
名
、

講
座
日
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
８
月
１７
日
�
午
前
９
時
か

ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で

※
手
話
通
訳
と
一
時
保
育

の
希
望
者
は
各
開
催
日
の
１０

日
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

人
権
啓
発
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
５
６
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
３
、

Ｅ
メ
ー
ルjin

k
en
k
eih

a
ts
u
@
city
.h
ig
a
s
h
i

o
s
a
k
a
.lg
.jp

小林千晃さん

表� 期日前投票所
市民会館地
下１階（近
鉄永和駅南
東へすぐ）

８月２３日�～２９日	
午前８時３０分～午後８時

全有権者

※住んでいる市内の地域に関係なく、どの投票場所でも投票できます。
※国民審査の期日前投票は８月２３日�からです。

文化会館１階中
公民館会議室１
（若江岩田駅北
東へ約９００ｍ）

旭町庁舎３階
会議室（瓢�
山駅北へ約
７００ｍ）

東大阪市役所１階多
目的ホール（荒本駅
西へ約４００ｍ）

８月１９日�～２９日	

場 所

期 間
時 間
対 象

表� 不在者投票指定施設名一覧（５０音順）
玉 串 す み れ 苑

玉 美 苑

長 田 の 里

な が は ら 病 院

な る か わ 苑

南 荘 の 郷

布 市 福 寿 苑

ビ オ ス の 丘

東 大 阪 生 協 病 院

東 大 阪 山 路 病 院

東大阪養護老人ホーム

向 日 葵

枚 岡 の 里

枚 岡 病 院

福 寿 苑

藤井会リハビリテーション病院

プレジャーライフ

ベ ル フ ラ ワ ー

牧 野 病 院

弥刀介護老人保健施設

弥 刀 中 央 病 院

み の わ の 里

恵 の 里

メ ル テ ル ホ ー ム

八 戸 の 里 病 院

ラ プ ラ ー ジ ュ

レーベンズポルト

緑 風 館

六 万 寺 園

YMCAサンホーム

若 草 第 一 病 院

和 久 田 苑

渡 辺 病 院

※平成２１年７月３１日現在。

ア ー バ ン ケ ア

アーバンケア稲田

アーバンケア島之内

アーバンケア御厨

ア ミ ー ユ 新 石 切

アミーユ東大阪日下

ア ン パ ス 東 大 阪

イ ー ス タ ン ビ ラ

池 田 病 院

石 き り

石 切 生 喜 病 院

ヴ ァ ン ベ ー ル

ヴェルディ八戸ノ里

河 内 総 合 病 院

き ず り 逢 花 苑

喜 馬 病 院

救護施設フローラ

ケアハウス喜里川

ケアハウス春光園

ケアハウスノーブル

ケアハウスひらおか

恵 生 会 病 院

弘 生 会 病 院

鴻 の 里

小 阪 産 病 院

小 阪 病 院

阪 本 病 院

四 条 の 家

春 光 園

市 立 総 合 病 院

千 寿 園

竹 井 病 院

た ち ば な の 里

衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最最高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁裁判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判判官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官官国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査

東大阪市文化芸術振興条例を制定

記念フォーラムを開催

魅力と誇りあるまちへ～

投票日は８月３０日�
投票時間は午前７時～午後８時

必必必必必必必必必必必必必必必必必
ずずずずずずずずずずずずずずずずず
投投投投投投投投投投投投投投投投投
票票票票票票票票票票票票票票票票票
ににににににににににににににににに
行行行行行行行行行行行行行行行行行
ききききききききききききききききき
ままままままままままままままままま
ししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょ
ううううううううううううううううう

こ
く

さ
い

し
き

じ

し

み
ん

国
際
識
字
デ
ー
・
市
民
の
つ
ど
い

輝くためにココロを軽くしませんか

市民人権講座「生き生き人生学」

中小企業サミットで
「東大阪宣言」を採択

大
手
企
業
に
売
り
込
め
�

経営の安定化へ

親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

モ
ノ
づ
く
り
企
業
の
底
力

地
場
産
野
菜
は
お
い
し
い
よ

マインドアップ
考
え
よ
う
平
和
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

小
学
校
５
年
生
（
人
権
作
品
集
）

（６）平成２１年８月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年８月１５日（７）
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その他の続き

高齢者はり・きゅう・マッサージ施術

９月の敬老月間中、市内の施術所で

はり・きゅうおよびマッサージ施術を

行います。 �時９月１日�～３０日�（原
則土・日曜日、祝日を除く） �対市内
在住の６５歳以上の方 �料１回１，０００円
※２回まで施術が受けられます。 �申
８月１７日�～９月２９日�午前９時～正
午（土・日曜日、祝日を除く）

�申�はり・きゅう�市鍼灸師連絡協
議会〈郵便番号が５７９の方�永澤鍼灸院
０７２（９８２）７８３９、郵便番号が５７８の方�
西鍼灸院 ０７２（９６１）７８１３、郵便番号が

５７７の方�藤井鍼灸整骨院 ０６（６７２１）

５８５８、プラザ鍼灸院 ０７２（９６０）０８７８〉

�マッサージ�市身体障害者福祉協会
視力部会〈木下施術所 ０７２（９８５）７９４９、

高山施術所 ０６（６７２８）３２５８、羽子田施

術所 ０６（６７８２）１９３７〉

�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６
（４３０９）３８４８

市政世論調査にご協力を

市では、市民のみなさんの意見を市

政に反映させていくため、「東大阪市政

世論調査」を毎年実施しています。

今年度も、住民基本台帳と外国人登

録台帳から無作為に選んだ約２，７００人に

調査票を送りますので、対象となられ

た方は協力をお願いします。

�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１２３、

�０６（４３０９）３８０１

全国消費実態調査を実施

９月から１１月にかけて、家計の実態

を把握するため「全国消費実態調査」

を実施します。調査結果は、国や地方

公共団体が行う経済・社会施策や研究

機関などが行う消費・経済分析のため

の貴重な基礎資料となります。

大阪府知事が任命した調査員が調査

に伺いますので、協力をお願いします。

�問統計課 ０６（４３０９）３１１３、�０６（４３０９）
３８４９

ごみの収集日を変更
荒川・俊徳町・三ノ瀬・太平寺

９月１日�から、西部環境事業所管
内の一部地域で家庭ごみの収集を委託

業者が行うため、次のとおり家庭ごみ

および資源の収集日程を変更します。

収集曜日が変わる地域 荒川１・２

丁目、俊徳町１丁目２～７番、２丁目

５～１０番、３丁目５～７番、４丁目８

～１１番、５丁目８～１１番、三ノ瀬３丁

目、太平寺１・２丁目 収集曜日 �
家庭ごみ�月・木曜日→火・金曜日
�あきかん・びん�第１・３水曜日→
第２・４水曜日 �不燃の小物�第２
・４水曜日→第１・３水曜日 �プラ
スチック製容器包装�金曜日→木曜日
�ペットボトル�第２・４水曜日→第
１・３水曜日 ※太平寺校区は、プラ

スチック製容器包装とペットボトルの

分別収集が始まっていません。

�問�家庭ごみ、あきかん・びん、不燃の
小物�西部環境事業所 ０６（６７２２）２９９４、

�０６（６７２７）９４２３ �プラスチック製容
器包装、ペットボトル�北部環境事業
所 ０６（６６１８）８０８５、�０６（６６１８）８０８６

戦傷病者の妻に特別給付金を支給
９月３０日までに請求を

特別給付金の最終償還を迎えた方な

どに、特別給付金を支給します。 �対
次のいずれかに当てはまる方 �平成
１８年に国債の最終償還を迎えた戦傷病

者の妻�平成１８年１０月１日現在、増加恩
給、特別傷病恩給、障害年金などを受

けている、平成８年１０月１日（または

平成５年４月１日）～平成１５年３月３１

日に、夫（戦傷病者）が公務傷病や勤

務関連傷病、一般の病気で亡くなった�
�平成１３年４月２日～平成１５年４月１
日に夫が増加恩給や傷病年金、特別傷

病恩給、障害年金などの受給権を取得

した場合の妻、または戦傷病者と婚姻

した妻 �申９月３０日�までに生活福祉
課、福祉事務所へ直接

�問生活福祉課 ０６（４３０９）３１８２、�０６
（４３０９）３８１５

プ ー ル 休 館

９月１日�から４日�までは施設

点検のため、９月１２日	は水泳大会
開催のためプールの一般利用ができ

ません。

水泳教室の会員を募集

９月から１２月までの水泳教室の第

２期会員を表のとおり募集します（計

１０日間）。 �料�中学生以下�８，０００円
�高校生以上�１２，０００円 ※マンツ

ーマン指導不可。ロッカー・駐車場

代は別途必要。 �申往復ハガキ（１

人１枚）に教室名、希望曜日（第２

希望まで）、水泳経験の有無、住所、

氏名、年齢（年少は生年月日、小学

生は学年も）、電話番号を書いて、８

月２４日�（消印有効）までに郵送
※応募多数の場合は抽選し、応募が

少ない教室は中止する場合がありま

す。結果は８月３１日�に通知。

スポーツ教室の会員を募集

９月から１２月までのスポーツ教室

の第２期会員を表のとおり募集しま

す（計１０日間）。 �対�少年少女の教
室�小学校３年生～中学生�その他
�１６歳以上の方 �持体育館用シュー
ズ、ラケットなど ※マンツーマン

指導不可。ロッカー、駐車場代は別

途必要。 �申往復ハガキ（１人１枚）
に教室名、住所、氏名、年齢（小・

中学生は学年も）、電話番号を書いて

８月２４日�（消印有効）までに郵送
※応募多数の場合は抽選し、応募が

少ない教室は中止する場合がありま

す。結果は８月３１日�に通知。

法 律
弁護士が相談に応じます。

【本庁市民相談室】１週間前から電話
で受付 ０６（４３０９）３１０４ 月・水・金曜

午後１時～４時、第２火曜午後５時～８

時（申込先着１６人）

【巡回法律相談・リージョンセンター】
１週間前から電話で受付 ０６（４３０９）３１０４

�日下�奇数月の第２火曜 �四条�第
２・４木曜 �中鴻池�偶数月の第４火曜
�若江岩田駅前�第１・３木曜 �楠根�
偶数月の第２火曜 �布施駅前�第１・３
火曜 �近江堂�奇数月の第４火曜 ※

いずれも午後１時～４時（申込先着８人）

人 権 法 律
【荒本・長瀬人権文化センター】 �

荒本�第２火曜 ０６（６７８８）７４２４ �長
瀬�第４火曜 ０６（６７２０）１７０１ ※いず

れも午後１時～４時で、予約制

交 通 事 故
月・火・水・金曜午前１０時～午後４時

（予約制）０６（４３０９）３２２３（交通対策室）

中 小 企 業
【中小企業振興会】 �ＩＳＯに関す

る相談�第４火曜 �店舗デザイン相談
�第４水曜 ※いずれも午後１時３０分～

４時で、予約制 ０６（４３０９）２３０１

パート・労働問題の相談
職業紹介・あっ旋は行いません。

【労働雇用政策室】 月～金曜午前９

時～午後４時 ０６（４３０９）３１７９

【ユトリート東大阪】 月・水・金曜

午前１０時～午後５時 ０６（６７２１）６０００

就職にお困りの方の雇用・就労相談
【就労支援センター】 働く意欲があ

るのに、さまざまな要因により就職が困

難な方の相談に応じます。職業紹介・あ

っ旋は行いません。 �永和�０６（６７８８）
４５８０ �意岐部�０６（６７８４）５８１１ �長
瀬�０６（６７２７）１９２０ ※いずれも月～金

曜の午前９時～午後４時

若者の自立・就労相談
職業紹介・あっ旋は行いません。

【本庁市民相談室】 �若者自立のた
めの相談（予約制）�第２木曜午前１０時
～午後５時 ０７４５（９２）５５６６（学校法人

神須学園・若者自立塾室生館） �青年
の就労・自立のための相談�第４木曜午
前１０時～午後５時 ０６（６７８７）２００８（東

大阪若者サポートステーション）

女性のための相談
【イコーラム】 �面接相談（予約制）

�火・木・土曜（５週目はなし）午前１０時
～正午、午後１時～４時（第４火曜は午後

６時～８時もあり・休館の場合第３火曜）

０７２（９６０）９２０５ �電話相談�火～日曜
午前１０時～午後５時 ０７２（９６０）９２０６

女性のための労働相談
【イコーラム】 女性の社会保険労務

士が相談に応じます。職業紹介・あっ旋

は行いません。第２土曜午後１時３０分～

４時２０分（予約制）０７２（９６０）９２０５

医 療
【地域健康企画課】 医療機関利用の

ための相談に応じます。月～金曜午前１０

時～午後４時 ０７２（９６０）３８０１

【市立総合病院産婦人科】 女性の健

康上の悩みに応じます。毎週水曜午後１

時～４時３０分（１人３０分以内）で、予約

制 ０６（６７８１）５１０１

教育・子育て相談など
【教育センター（教育・発達）】 月～

金・第２土曜（１０月は第１土曜）、第４土

曜午前９時～午後５時３０分で、予約制

０６（６７２７）０１１３

【子どもの悩み相談（保護者・市民専
用）】 月～土曜午前９時～午後９時（土

曜は午後５時まで） ０６（６７８２）７８６７

【いじめ・悩み１１０番（子ども専用）】
月～土曜午前９時～午後９時（土曜は午

後５時まで） ０６（６７３２）０１１０

【すこやかテレホン】 �月・火・木
・金曜午後５時～８時 �日曜、祝日午
前９時～午後５時 ０６（６７２１）９１７４

【休日・夜間子育て相談ダイヤル】
�平日�午後５時３０分～翌日午前９時
�土・日曜、祝日�２４時間 ０７２（９６１）０１７８

【鴻池・長瀬・荒本子育て支援センター】
�来所相談�月曜（鴻池）、水曜（長瀬）、

木曜（荒本）午前９時３０分～午後４時（予約

制） �電話相談�月～土曜午前９時３０分
～午後６時 ０６（６７４８）８２５２（鴻池）、０６

（６７２８）１８００（長瀬）、０６（６７８８）１０５５（荒本）

よ み か き
よみかきに不自由している方の相談に

応じます。月～金曜午前９時～午後５時

３０分 ０６（４３０９）３２７９（社会教育課）

花と緑の相談
【本庁市民相談室】 草花や樹木など

の相談に応じます（予約不要）。第２火曜

午後１時３０分～４時３０分 ０６（４３０９）３２２７

（みどり対策課）

消 費 生 活
月～金曜午前９時３０分～午後５時（電話

相談は午後４時までで、来所相談は予約

制）０７２（９６５）０１０２（消費生活センター）

料 金

１０，０００円

親子１１，０００円
子ども７，０００円

１３，０００円

７，０００円

１０，０００円

１０，０００円

１０，０００円

１０，０００円

７，０００円

１０，０００円

定 員

３０人

親子１０組
子ども１０人

３０人

２０人

２０人

５０人

４０人

５０人

５０人

４０人

と き

月曜日 １０：００～１１：３０

月曜日 １７：１０～１８：４０

月曜日 １９：００～２０：３０

水曜日 １７：１０～１８：４０

水曜日 １７：１０～１８：４０

水曜日 １９：００～２０：３０

木曜日 １０：００～１１：３０

木曜日 １０：００～１１：３０

木曜日 １７：１０～１８：４０

木曜日 １９：００～２０：３０

教室名
成人女子
バスケットボール

親子・少年少女
バドミントン

成人ソフトテニス

少年少女卓球

成人卓球Ｃ

成人卓球Ａ

成人バドミントンＢ

成人卓球Ｂ

ミニバスケットボール

成人バドミントンＡ

定員

３０人

５０人
３０人

３０人

３０人

３０人

２０人

対 象
平成１５年４月２日～平成
１７年４月１日生まれの方

小学生

中学生以上の方

１８歳以上の方

６０歳以上の方

時 間

１５：３０～１６：３０

１７：００～１８：００
１８：１５～１９：１５

１９：００～２０：００

１４：００～１５：００

１１：００～１２：００

１３：３０～１４：３０

曜 日

月・水・木・金曜日
の４コースから選択

木曜日
月・金曜日の２コー
スから選択
木曜日
水・木・金曜日の３
コースから選択

月・水・金曜日の３
コースから選択

教室名

年少

小学生Ａ
小学生Ｂ

中学生・一般

女性Ａ

女性Ｂ

シルバー

東大阪アリーナで汗をかこう�
�所�申�問〒５７７・０８０４中小阪４―７―６０ 東大阪アリーナ
０６（６７２６）１９９５、�０６（６７２６）１９９４

※いずれも無料。祝日・休日は行
いません（すこやかテレホン、子
育て相談ダイヤルを除く）。

定定 例例 相相 談談

（８）平成２１年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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募集時期・受付期間が変更に
府営住宅総合募集

府営住宅総合募集の募集時期および

受付期間が変更となりました。

募集時期は年２回（５月、１１月）か

ら年３回（５月、９月、１月）に、配

布・受付期間は２週間程度と短くなっ

ていますので、ご注意ください。なお、

９月の配布および受付は１日�から１４
日�までです。
応募用紙は住宅政策課、市政情報相

談課、行政サービスセンター、福祉事

務所で配布しています。

�問住宅政策課 ０６（４３０９）３２３１、�０６
（４３０９）３８３４

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�９月１日�午前９時３０分～１０
時３０分�西保健センター�２日�午前
９時３０分～１０時３０分、８日�午後１時
３０分～２時３０分�中保健センター�３
日�午後１時３０分～２時�東診療所（申
込みは東保健センターへ） �対�内�市
内在住の４０歳以上の方�肺がん検診�
市内在住の６５歳以上の方�結核検診
�定各３０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター �東
�０７２（９８２）２６０３、�０７２（９８６）２１３５
�中�０７２（９６５）６４１１、�０７２（９６６）６５２７
�西�０６（６７８８）００８５、�０６（６７８８）２９１６

金婚夫婦のつどい
対象夫婦は申込みを

市と社会福祉協議会では、今年、金

婚式（結婚５０年）を迎える夫婦を祝福

する「金婚夫婦のつどい」を１０月１７日

�に市民会館市民ホールで開催します。
本人からだけでなく、家族からの申込

みも受け付けます。ぜひ、申し込んで

ください。 �対昭和３４年に結婚した夫
婦 �申８月３１日�まで
�申社会福祉協議会 ０６（６７８９）７２０１、

�０６（６７８９）２９２４
�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６
（４３０９）３８４８

ドリーム２１臨時休館

機器の点検とプラネタリウムソフト

入れ替えのため、９月８日�と９日�
は臨時休館します。プラネタリウムは

引き続き１１日�まで休止し、１２日�か
ら秋番組「１２の星座はだれの手に？十

二星座ほしとりレース」を投影します。

�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０

中学校卒業程度認定試験

やむを得ない理由で義務教育を修了

できなかった方を対象に、中学校卒業

程度の学力を認定する試験が実施され

ます。

合格した方は、高等学校の入学資格

を得ることができます。 願書配布場所
大阪府教育委員会小中学校課 ※文部

科学省ホームページ（http���www.me
xt.go.jp�）でも出願手続きができます。
�申８月２１日�～９月８日�（消印有効）
�問学事課 ０６（４３０９）３２７１、�０６（４３０９）

３８３８

納期限は８月３１日
市・府民税第２期分

市民税・府民税第２期分の納期限は

８月３１日�です。納期限までに市税取
扱金融機関または郵便局で納めてくだ

さい。

納付書を紛失した場合は再発行しま

すのでご連絡ください。また、口座振

替利用者は残高の確認をお願いします。

�問納税課〈郵便番号が５７７の方�０６
（４３０９）３１５０～１〉〈郵便番号が５７８の方

�０６（４３０９）３１４９〉〈郵便番号が５７９の方
�０６（４３０９）３１４８〉、�０６（４３０９）３８０８

傍聴しませんか
総合計画審議会

第２次総合計画後期基本計画（案）の

地域別計画について審議する地域別部

会を開催します。 �時�内�８月１９日�
午前１０時から�地域別計画全体の概要
�２４日�午後３時から�Ａ・Ｂ地域に
関する審議�２６日�午前１０時から�Ｃ
・Ｄ地域に関する審議�２８日�午前１０
時から�Ｅ・Ｆ・Ｇ地域に関する審議
�所市役所１８階会議室 �定各１０人（当日先
着順） ※受付は１５分前から開始。受付

開始時に定員を超えていた場合は抽選。

�問総合計画策定室 ０６（４３０９）３１０６、

�０６（４３０９）３８２６

小作地状況の縦覧

８月１日現在の小作地の所有状況な

どを記載した書類を見ることができま

す。 �時９月１日�～３０日�午前９時～
午後５時３０分（土・日曜日、祝日を除く）

�所�問農業委員会事務局 ０６（４３０９）

３２９２、�０６（４３０９）３８１７

特別弔慰金を支給します
戦没者などの遺族が対象

戦没者などの死亡当時の遺族で平成

２１年４月１日現在、公務扶助料や遺族

年金などを受ける方がいない場合、次

の順番による先順位の遺族１人に特別

弔慰金を支給します。受給には申請が

必要です。申請期限を過ぎると受ける

ことができませんのでご注意ください。

�平成２１年４月１日までに弔慰金の
受給権を取得した方 �戦没者などの
子 �生計をともにした�父母�孫�
祖父母�兄弟姉妹 �前記�以外の�
父母�孫�祖父母�兄弟姉妹 �前記
�～�以外で１年以上生計をともにし
た３親等内の親族

給付内容 額面２４万円、６年償還の

記名国債 �申平成２４年４月２日までに
生活福祉課または福祉事務所へ直接

�問生活福祉課 ０６（４３０９）３１８２、�０６
（４３０９）３８１５

	自治総合センターでは、コミュ
ニティの健全な発展を図るため、地

域のコミュニティ活動に対し、宝く

じによる助成を行っています。

このほど、市内の団体が助成を受

けましたので紹介します。

【祭り太鼓の音が紡ぐ和のまちづ
くり～長瀬東校区自治連合会】
長瀬東校区自治連合会は、夏祭り

の開催により良好なコミュニティを

構築してきました。本番までの練習

では、年長者と子どもたちとが交流

を深め、世代を越えた地域コミュニ

ティの醸成につながっています。

祭り当日は、子ども太鼓台が巡行

し、まちには太鼓の音が響いていま

した（写真）。

また、公園や地域の美化活動をは

じめ、防犯パトロールなども行って

います。

同連合会では、活動をさらに促進

させるため、祭り太鼓をはじめ、祭

りに活用するテントや簡易倉庫、サ

イクルポートなどを助成により購入

しました。

�問政策推進室 ０６（４３０９）３１０１、�
０６（４３０９）３８２６

荒本子育て支援センター

【かたくり粉スライムで遊ぼう】
�時８月２８日�午前１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児（幼稚園児不可）と
その保護者 �定２５組（申込先着順）
�申８月１７日�午後１時３０分から電話
で

【ひよこっこ広場】
いろんなおもちゃで遊びます。

�時�９月２日�午前９時３０分～１１時
３０分�７日�午後１時３０分～３時３０
分�１１日�午前９時３０分～１１時３０分
�対よちよち歩きができる１歳１１か月
までの乳児とその保護者 ※申込不

要。

【リフレッシュ講座】
新聞紙でエコバッグを作ります。

�時９月７日�午前１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児とその保護者 �定
１０組（抽選） �申８月２４日�午前１０
時３０分～２８日�午後５時に電話で
※当選者のみ８月３１日�に連絡。
【親子広場】
�時�対�９月９日�から隔週水曜日

�１歳６か月～１歳１１か月の乳児と
その保護者�９月１６日�から隔週水
曜日�２歳児とその保護者 ☆いず

れも午前１０時～１１時で計５日間 �定
各１５組（抽選） �申８月２６日�午前１０時
３０分～９月２日�午後５時に電話で
※当選者のみ９月４日�に連絡。

◇ ◇

�所�申�問荒本子育て支援センター
０６（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

鴻池子育て支援センター

【離乳食を作ろう】
離乳食を作って食べます。 �時９
月２５日�午前９時４０分～１１時３０分
�対５か月～１０か月の乳児とその保護
者 �定６組（申込先着順） �料５０円
程度 �持エプロン、三角巾、スプー
ン、皿、お茶 �申９月４日�午前１０
時３０分～午後５時に電話で

【ホッと広場】
おもちゃやパズル、ボールプール

などで楽しく遊びましょう。午前１１

時３０分と午後３時３０分には、手遊び

や体操もします。 �時毎週火・木曜

日午前９時３０分～午後４時、毎週土

曜日午前９時３０分～１１時３０分（第３

土曜日はパパもホッと広場） ※飲

食不可（お茶のみ可）。申込不要。

◇ ◇

�所�申�問鴻池子育て支援センター
０６（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【親子広場】
３週に１度の木曜日に開催（計５

日間）。 �時�対�定�９月３日�から�
５か月～１歳未満児・１０組�１０日�
から�１歳６か月～２歳未満児・１５
組�１７日�から�２歳児・１５組 ☆

いずれも午前１０時～１１時 �申８月１７
日�～２０日�午前９時３０分～午後５
時に電話で ※初参加者を優先して

抽選し、当選者のみ８月２７日�まで
に連絡。

【ベビービクスとアフタービクス】
�時８月２５日�午前１０時～１１時 �対

３か月～１歳前後の未歩行児とその

保護者 �定２５組（申込先着順） �講
ベビービクスインストラクター・風

早いつみさん �申８月１８日�午後１
時から電話で

◇ ◇

�所�申�問長瀬子育て支援センター
０６（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

さらなる活動の促進を
コミュニティ助成事業

みんなで楽しく遊ぼ�
子育て支援センターの催し
※車での来場はご遠慮ください

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 	メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年８月１５日（９）
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健康トライ応援隊員養成講座

市では、「健康トライ２１（健康日本２１

東大阪計画）」を進めています。健康づ

くりを進めるリーダーとして地域で活

躍しませんか。 �時９月１１日�、１８日
�、２８日�午前１０時～正午（計３日間）
�内講演「市民が創る東大阪のまちづく
り」NPO法人コミュニティ・エンパワ

メント東大阪・鈴木誠子さん、東大阪

市イメージソングの体操、郷土映画「ナ

ノハナ」観賞など

�所�申�問西保健センター ０６（６７８８）

００８５、�０６（６７８８）２９１６

脳の若返り講座

読み・書き・計算をして、脳を活性

化させませんか。ボランティアスタッ

フも募集しています。 �時９月～１２月
の第２・４火曜日午前１０時～正午（計

８日間） �所やまなみプラザ（四条）
�対おおむね５０歳以上の方 �定４０人（申
込先着順）

�所�申�問東保健センター ０７２（９８２）

２６０３、�０７２（９８６）２１３５

糖尿病予防教室

糖尿病予防のための正しい知識を学

びませんか。 �時８月３１日�、９月７
日�、１４日�午後１時～４時（計３日
間） �対６５歳以下で血糖値が高めの方
�定２０人（申込先着順） �内医師の講話、
室内でできる簡単�筋トレ、栄養士に
よる個別食事相談など

�所�申�問中保健センター ０７２（９６５）

６４１１、�０７２（９６６）６５２７

折り紙教室

月見のうさぎなどを作ります。 �時
９月７日�午後２時から �定２０人（抽
選） �料３００円 �申往復ハガキに教室名、
住所、氏名、年齢、電話番号を書いて、

８月２８日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７９・８０５４南四条町１―７ やま

なみプラザ（四条） ０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

こころとからだの養生訓講座

ソーラン節と体操で若返りましょう。

�時９月２日�、１０月７日�、１１月４日
�、１２月２日�午後１時３０分～３時３０
分 �定各４０人（当日先着順） �持タオル
�所�問はすの広場（近江堂）０６（６７３０）

０８４０、�０６（６７３０）５７２３

郷土博物館土曜講座
平野の遺跡 山裾の遺跡 山の遺跡

�時�内�９月１２日��「平野の遺跡～
若江・瓜生堂遺跡にみる集落立地の変

遷」�１９日��「山裾の遺跡～池島・
福万寺遺跡における農耕の成り立ちと

変遷」�２６日��「山の遺跡～群集墳
からみた山腹の土地利用の変遷」 ☆

いずれも午後１時３０分～３時 �定各２０
人（申込先着順） �料小・中学生２０円、
高校・大学生３０円、一般５０円 �申８月
１６日�午前９時から電話で
�所�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

国際理解セミナー

�時９月１０日�午後６時３０分～８時
�所市役所本庁舎１８階研修室 �定３０人（当
日先着順） �内「画像で見る姉妹都市
ベルリン事情」神戸大学ベルリン公式

派遣学生・朝倉遼さん

�問文化国際課内国際交流協会事務局
０６（４３０９）３１５５、�０６（４３０９）３８２３

みんなで作ろう
バリアフリーマップ

体験ボランティア活動として、市内

のバリアフリーマップを作ります。

�時９月１３日�午前１０時３０分～午後４時
�所総合福祉センター �定３０人（申込先
着順） �内市内にあるJRおおさか東線
４駅周辺のバリアフリーマップの作成

�申９月４日�までに電話またはファク
スで

�申�問ボランティア・市民活動センタ
ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

秋の運転者講習会

【布施警察署】
�時�所�９月９日��はすの広場（近
江堂）�１１日��ももの広場（楠根）
�１４日��夢広場（布施駅前）�１５日
	�布施交通安全協会�２８日��市民
会館市民ホール ☆１５日は午前１１時か

らと午後２時から、２８日は午後２時か

らで、ほかは午後７時から

【河内警察署】
�時�所�９月３日��北宮小学校�８

日	�成和小学校�９日��花園小学
校�１１日��文化会館 ☆いずれも午

後７時から

【枚岡警察署】
�時９月７日�～１１日� ☆１１日は午

後２時からと午後７時からで、ほかは

午後７時から �所枚岡交通安全自動車
協会

◇ ◇

※いずれも開始３０分前から受付。車

での来場はご遠慮ください。

�問�布施警察署 ０６（６７２７）１２３４ �
河内警察署 ０７２（９６５）１２３４ �枚岡警
察署 ０７２（９８７）１２３４ �交通対策室
０６（４３０９）３２２３、�０６（４３０９）３８３６

応急手当普通救命講習会

AED（自動体外式除細動器）の使い

方などの救命処置を学びます。 �時９
月２０日�午後１時～４時 �定３０人（申
込先着順） �申９月１３日�まで
�所�申�問西消防署 ０６（６７８８）０１１９、�

０６（６７８８）１３７４

デジカメ活用�
思い出をフォトCDに

�時８月２２日�、２９日�、９月５日�
午後２時３０分～４時３０分（計３日間）

�対文字入力ができる高校生以上の方
�定１２人（抽選） �料４，０００円 �持３００万画
素以上のデジタルカメラ（携帯電話不

可） �申ハガキに教室名、住所、氏名、
年齢、電話番号を書いて、８月１７日�
（必着）までに郵送（ファクスでも可）

※当選者にのみ連絡。

�所�申�問〒５７７・０８３２長瀬町３―７―４０ 長

瀬青少年センター ０６（６７２７）１２００、�
０６（６７２９）９７８７

製造業企業への就職を支援
モノづくり人材育成塾

基礎的な知識や技術を身につけて、

製造業企業現場で実際にモノづくりを

体験し、製造業企業への就職につなげ

ていく「モノづくり人材育成塾」を開

講します。 �時１０月１日�～２３日�（計
１７日間） �所府立東大阪高等職業技術
専門校など �対市内モノづくり企業へ
の就職を希望する市内在住の４０歳未満

の方 ※学生を除く。 �定２０人（抽選）
�内製図、アーク溶接実技・講習、測定
法・切削理論講習、企業実習など

【説明会】
塾生を募集するにあたり、説明会を

開催します。 �時９月９日�午後２時
から �所東大阪商工会議所別館 �申９
月７日�まで

◇ ◇

�申�問東大阪商工会議所 ０６（６７２２）

１１５９、�０６（６７２５）３６１１
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

現代社会を読み解く・４
楽しく学ぶ「ジェンダーと人権」

女だから男だからという思い込みと

社会のしくみとの関係を学びます。

�時９月１２日�午後１時３０分～４時 �対
市内在住、在勤、在学の方 �定２０人（抽
選） �講NPO法人アートフルＦ・峯田
美香さん ※１歳６か月～就学前幼児

の保育あり（１人３００円で９月５日�ま
でに要予約・定員１０人）。 �申往復ハガ
キに講座名、受講動機、住所、氏名、

電話・ファクス番号、保育の有無（必要

な場合は子どもの氏名、生年月日も）を

書いて、９月９日�（必着）までに郵
送（ファクス、Ｅメールでも可）

【イコーラムカルタを展示】
９月１１日�から１８日�まで、表現講
座の受講生が作ったイコーラムカルタ

を展示します（申込不要）。

◇ ◇

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、�
ikoramu@city.higashiosaka.lg.jp

地域を支える女性力講座

更年期や骨盤底筋のゆるみなど、女

性特有の悩みについて学びませんか。

�時８月１８日	午前１０時～１１時３０分 �所
楠根公民分館

�申�問西保健センター ０６（６７８８）００８５、

�０６（６７８８）２９１６

女性専用講座

検診を受け、運動や食事にも注意し、

健康的な生活を送りましょう。 �時�内
�９月１０日��骨盤底筋を鍛えよう～
４５歳からの尿もれ防止のために�１７日
��女性のがん～乳房に何か起こって
いませんか？�２４日��骨折予防対策
～骨密度測定を受けましょう ☆いず

れも午前１０時～１１時３０分で計３日間

�対４５歳～７０歳の女性
�所�申�問西保健センター ０６（６７８８）

００８５、�０６（６７８８）２９１６

「『行政書士の人数が足りないので

あなたが選ばれた。国からの要請な

ので放っておくと裁判で訴えられる』

と言われ、よくわからなかったが、

怖かったので契約してしまった」と

いう相談がありました。

これは、資格商法と呼ばれる商法

で、電話などで「受講すれば資格が

取れる」と強引に勧誘します。講座

や教材の契約を迫り、あいまいな返

事をすると、教材や契約書などを勝

手に送りつけてくることもあります。

国家資格は、受講するだけで資格

が取れるわけではありません。また、

国からの要請や社会人支援制度、給

料を差し押さえられるといったこと

もありません。

ほかにも、「聞いていた内容と違う」

「サポートしてくれると言ったのに

してくれなかった」という相談もあ

ります。このような勧誘を受けた場

合は、あいまいな態度をとらず、き

然とした態度を取りましょう。

契約書を受け取ってから、８日以

内であればクーリング・オフ（無条

件解約）ができます。

【テレビショッピングの申込みは
慎重に～緊急度レベル★★★★☆】
「テレビショッピングで腰痛ベル

トを買ったが、腰痛が良くならない。

『届いてから５日しかたっていない

ので返品したい』と業者に連絡した

が、『返品できない』と言われた」と

いうような相談が増えています。

テレビショッピングは映像や音声

での臨場感あふれる商品紹介が特徴

です。

しかし、放送時間の制約などで商

品のデメリットや契約内容に関する

重要な表示がすぐ消えてしまい、消

費者が充分理解できないことがあり

ます。また、誤解を与える表現や購

買心をあおるような演出が見られ、

実際に商品を手にしたり、使用した

りしたときに「イメージと違う」と

いう苦情につながるようです。

テレビショッピングなどの通信販

売は、クーリング・オフ（無条件解

約）がありません。利用するときは、

テレビの印象だけで購入を即決せず、

商品の使い方や使用上の注意などを

事前に確認し、返品できるかどうか、

返品に条件がついていないかどうか

も確認しましょう。

◇ ◇

契約する際は、内容をしっかり確

認し、おかしいと思ったら消費生活

センターへ相談してください。

�問消費生活センター ０７２（９６５）

０１０２、�０７２（９６２）９３８５

～緊急度レベル★★★★☆

強引な資格取得教材の
勧誘に注意�くらしの

緊急情報

（１０）平成２１年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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子ども映画サロン
「WALL・Ｅ ウォーリー」

ゴミ処理ロボットの冒険を描いた「Ｗ

ＡＬＬ・Ｅ ウォーリー」を上映します。

�時９月１２日�、１３日��午前１０時３０分～
午後０時２０分�午後２時３０分～４時２０
分 �定１８９人 �料事前予約４００円、当日５００
円（大人、子ども同額） ※電話予約も可。

�所�申�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、
�０７２（９６２）０８１０

健康フリーマーケット・
文芸大作映画会

�時�内９月６日��午前１１時～午後４
時�健康フリーマーケット（骨密度測
定）�午後２時～４時�映画「青い鳥」
上映 �対市内在住の２０歳以上の方 �定
１２０人（当日先着順）

�所�問ゆうゆうプラザ（日下） ０７２

（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

くすのきプラザの催し

【ちびっこ集まれ】
�時８月２３日�午前１０時～午後１時
�内紙芝居「中村久子の生涯」、皿回し、
おもちゃ作り、輪投げ、ヨーヨーつり、

お茶席など ※申込不要。

【くすのき歌声喫茶】
懐かしのメロディーをみんなで歌い

ます。 �時９月２０日�午後２時～４時
３０分 �定１００人（抽選） �料５００円（ドリ
ンク付き） �申往復ハガキに行事名、
住所、氏名、電話番号を書いて、８月

２５日�（必着）までに郵送
◇ ◇

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

あそびにおいで�
えほんはともだち

市と東大阪子どもと本・おはなしネ

ットワークが合同でおはなしの会を開

催します。 �時８月２１日�午前１０時３０
分～午後３時 �所市民会館展示室 �対
市内在住の方 �内おはなし、絵本の展
示、手づくり、読み聞かせなど

�問永和図書館 ０６（６７８１）５５００、�０６
（６７８４）５６３０

グリーンガーデンひらおか
夏の催し＆教室

【家族でフラワーハイキング】
重願寺を通って長尾の滝へ行きます。

�時９月５日�午前１０時～午後３時 �定
３０人（抽選） �講ひらおか自然に親し
む会・石水久夫さん �料３００円 �持弁当、
水筒、雨具、滑らない靴、着替え

【健康講座と実技～夏の疲れスッキ
リ解消法】
�時９月６日�午前１０時～１１時３０分
�定３０人（申込先着順） �講針灸・マッ
サージ・カイロプラクター・古谷佳子

さん �料５００円 �持タオル
◇ ◇

�申行事名、住所、氏名、年齢、電話
番号を９月１日�までに電話またはフ
ァクスで

�所�申�問グリーンガーデンひらおか
０７２（９８２）９９２０、�０７２（９８２）９９２１

ビデオな１日

納棺師となった青年の成長を描いた

話題作「おくりびと」（日本語字幕あり）

を上映します。 �時９月１０日�午後６
時３０分～８時４０分 �対市内在住、在勤、
在学の方 �定４０人（抽選）※１歳６か
月～就学前幼児の保育あり（１人３００円

・定員１０人）。 �申往復ハガキに行事名、
住所、氏名、電話番号、保育の有無（必要

な場合は子どもの氏名、生年月日も）を

書いて、８月２５日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００

イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７

大人の映画会

映画「おくりびと」を上映します。

�時８月３０日�午後６時１５分～８時２５分
�定１２０人（当日先着順） ※整理券を午

後５時３０分から配布。

�所�問ももの広場（楠根） ０６（６７４５）

９１４１（�兼用）

防災パネル展
８月３０日～９月５日は防災週間

防災週間にあわせて、防災パネル展

を開催します。 �時８月３１日�～９月４
日�午前９時～午後５時（３１日は午前
１０時から） �所市役所本庁舎１階多目
的ホール �内阪神淡路大震災の状況・避
難場所などのパネル展示、災害用備蓄

物資・資機材の展示、ビデオ上映など

�問危機管理室 ０６（４３０９）３１３０、�
０６（４３０９）３８２０

夏休みビデオ映画会

【永和図書館】
�時�内�８月１８日��あらしの夜に�

１９日	�ねこざかな�２０日��モンス
ターズインク�２１日��スプーンおば
さん�、いじわるご亭主ほか�２５日�
�かいけつゾロリ��２６日	�キテレ
ツ大百科、ワガハイがチンチン電車だ

った頃ほか�２７日��シャークテイル
�２８日��ポケットモンスター、七夜
の願い星 ☆いずれも午前１０時３０分か

ら �定各３０人程度（当日先着順） ※

整理券を午前１０時から配布。

【大�分室】
�時�内�８月１９日	�うごく絵本シリ

ーズ・チルビー～アフリカの音ほか�２０
日��ぐ～チョコランタン�２２日��
かいけつゾロリ��２６日	�うごく絵
本シリーズ・チルビー～おまえうまそう

だなほか�２７日��パンダコパンダ＆
パンダコパンダ・雨ふりサーカス�２９日
��かいけつゾロリ� ☆いずれも午後
２時から �定各３０人程度（当日先着順）

◇ ◇

�問�永和図書館 ０６（６７８１）５５００、�
０６（６７８４）５６３０ �大�分室 ０６（６７２８）

０２００、�０６（６７３０）７３３７

在宅老人介護者のつどい

愛知方面をバスで訪ねます。 �時１０
月３日�～４日�（１泊２日） �対家
庭で３か月以上寝たきりや認知症の高

齢者を介護している市内在住の方（１

世帯につき１人） �定３０人（初参加者
を優先して抽選） �内特別養護老人ホ
ームの見学と研修、観光（ハズ観音、

八丁味噌蔵など）、蒲郡温泉、懇談会

�料３，０００円 �申ハガキに行事名、住所、
氏名、年齢、性別、電話番号を書いて、

８月３１日�（必着）までに郵送
�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―２―１３
社会福祉協議会 ０６（６７８９）７２０１、�０６
（６７８９）２９２４

１０月から来年３月まで開講します。

挑戦してみませんか。

【ギター教室】
�時第２・４金曜日午前９時～１０時
（計１２日間） �定１０人（抽選） �料
当初に３，０００円 �持ギター
【料理教室】
�時第１土曜日午前９時３０分～正午

（計６日間） �定１５人（抽選） �料月
５００円、材料費月２，０００円 �持エプロン、
三角巾、布巾

【トランポウォーク教室】
�時第１・３水曜日午前１０時３０分～

１１時３０分（計１２日間） �定１０人（抽選）
�料月１，０００円、教材費各回２００円 �持
上靴、タオル、飲み物

【裏千家茶道教室】
�時第１・３水曜日午後１時～２時

（計１２日間） �定１０人（抽選） �料
月１，０００円、教材費５００円 �持白ソック
ス、扇子、帛紗、懐紙、楊子

【書道教室】
�時第１・３木曜日午前９時～１０時

３０分（計１２日間） �定２０人（抽選）
�料月１，０００円、当初に教材費２，５００円
�持書道用具
【親子体操教室】
�時�対第１・３・５木曜日�午前１０

時～１０時５０分�たっちから３歳児ま
で�午前１１時～１１時５０分�２歳児以
上（計１２日間） �定３０人（抽選）
�料各回５００円、当初に教材費３００円
�持動きやすい服装、飲み物

◇ ◇

�対市内在住の方 �申往復ハガキに
教室名、住所、氏名、年齢（親子体

操教室は子どもの氏名、年齢も）、性

別、電話番号を書いて、９月１０日�
（必着）までに郵送

�所�申�問〒５７９・８００３日下町３―１―７ ゆ

うゆうプラザ（日下） ０７２（９８６）

９２８４、�０７２（９８６）９２９３

『芭蕉の供養塚』
芭蕉の供養塚

は、近鉄花園ラグ

ビー場の西側、吉

田墓地のほぼ中央
か

部にあります。花
こう

崗岩質の自然石の

中央に「芭蕉」、台
もんじん

石に「門人」の文

字が刻まれています。市内には、ほ

かにも芭蕉の供養碑が残されており、

暗越奈良街道を通っていた芭蕉と河

内の結びつきを考えさせてくれます。

『枚岡神社』
枚岡駅の東側にある枚岡神社は、

延喜式内の名神大社で河内国一の宮、

明治４年（１８７１年）に官幣大社に列

せられた日本第一級の神社です。

神社の東方尾根上には神津嶽があ

り、神の降臨地としてまつられ、当

初の鎮座地といわれています。
はく ち

現在の地にまつられたのは白雉元

年（６５０年）で、創建当初から多くの

信仰を集め、平清盛・源頼朝らの武

将が参拝して宝物を奉納したと伝え

られています。現在の本殿四棟は文

政９年（１８２６年）に再建されたもの

で、市の文化財に指定しています。

古くは年５３回の祭事があり、中で
し め な わ かけ

も注連縄掛神事は市の無形民俗文化
かゆうら

財に、粥占神事は府の無形民俗文化

財に指定され、ともに古代からの神

事をつぐものです。
かんじょういん

『勧成院』
近鉄奈良線（額田―枚岡）のガード

から暗越奈良街道を３００ｍほど登った

ところに勧成院があります。

日蓮宗の寺院で、永正２年（１５０５

年）、摂津三島郡上牧（現在の高槻市）

の本澄寺の寺中に建立されていまし

たが、明治２７年（１８９４年）に現在地

に移されました。

境内に入って右側には、芭蕉の百

回忌の寛政１１年（１７９９年）に豊浦村
らい し

の俳人中村来耜が建てた「菊の香に

くらがり登る節句か

な」の句碑があり、

市の文化財に指定し

ています。芭蕉は句

を元禄７年（１６９４年）
ちょうよう

９月９日の重陽（菊
よ

の節句）に詠み、同

年１０月１２日に大坂で

亡くなりました。

秋秋かかららははじじめめよようう
ゆうゆうプラザの教室

街道とまちなみ巡り 暗越奈良街道③

芭蕉の供養�～勧成院

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 	メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２１年８月１５日（１１）
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緊急出張相談

厳しい経済・雇用状況に対し、市と日

本政策金融公庫、東大阪商工会議所が合

同で市内事業者を対象に金融、経営の相

談に応じます。 �時８月２５日�午前１０時
～午後４時 �所夢広場（布施駅前） �内
中小企業・緊急保証融資、経営・指導など

�問�経済総務課 ０６（４３０９）３１７４、�
０６（４３０９）３８４６ �東大阪商工会議所中
小企業相談所 ０６（６７２２）１１５１、�０６
（６７２５）３６１１

１級建築士による相談

�時８月１８日�午後１時～４時（予約
不要） �所市役所本庁舎１階相談室
�内建替え、耐震、アスベスト、リフォ
ーム、シックハウス、欠陥住宅など

※住宅の耐震診断・改修補助申込みの

受付もしています。

�問指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�０６
（４３０９）３８３４

行政書士による相談

�時９月１日�午後１時～４時（受付
は午後３時３０分まで・予約不要） �内
遺言、相続、内容証明や各種契約書の

作成、建築業などの許・認可申請、外

国人の帰化、会社設立など

�所�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

テニススクール生

�時�料�初級�土・日曜日午前１０時３０
分～正午・月７，０００円、火曜日午前１０時

～正午・月５，０００円�中級�土・日曜日
午前９時～１０時３０分・月８，０００円 ※月

初めに入会を受付。入会金２，０００円が別

途必要。ビジター会員（１回２，０００円）

もあります。 �定各若干名
�所�申�問水走ルーフテニス場 ０７２（９６３）

８８７８、�０７２（９６５）８７４３

青少年健全育成にかかる標語

市では、１１月の「東大阪市青少年健

全育成強調月間」にあわせて、青少年

健全育成にかかる標語を募集します。

ぜひ、ご応募ください。

小学生の部、中学生の部、高校生・一般

の部の３部門からそれぞれ最優秀賞（１

点）、優秀賞（２点）を選び、受賞者には

１１月の表彰式に表彰状および記念品を

贈呈します。なお、入賞作品の著作権は

市に帰属し、応募作品は返却しません。

�対市内在住、在学の小学生以上の方
�内明るい家庭づくり、地域づくり、あ
いさつ運動、仲間づくり、未成年飲酒

・喫煙防止など青少年健全育成をテー

マにした標語（２０字程度） ※作品は

創作で未発表のものに限る。 �申用紙
（１枚１作品、１人３点以内）に標語

と住所、氏名（ふりがなも）、年齢、性

別、職業または学校名・学年、電話番

号を書いて、８月３１日�（消印有効）ま
でに郵送（ファクスまたは直接でも可）

�申�問〒５７７・８５２１市役所青少年スポー
ツ室 ０６（４３０９）３２８１、�０６（４３０９）３８３５

消費生活展
ファッションショー参加者と展示作品

１０月２５日�に消費生活展を開催しま
す。自分の作品を着てファッションシ

ョーに参加しませんか。また、着物の

帯や傘の布地からのリフォーム作品も

募集します。

１０月２０日�までに消費生活センター
へ作品を持参してください。

�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

市内企業製品物産フェア出展企業

自社製品を直接販売できるイベント

を開催します。 �時１０月１０日�～１２日
�午前１０時～午後８時 ※出展はいず

れか１日。 �所近鉄百貨店東大阪店
�対市内で完成品を作っていて卸売価格
などの廉価で提供できる企業・団体

�定各日１２社（抽選） �申８月３１日�まで
�申�問東大阪商工会議所振興部 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１

フリーマーケット出店者

１０月１８日�に開催するフリーマーケ
ットの出店者を募集します。なお、生

き物、飲食物で安全を確保できないも

のや業者は出店できません。 �対市内
在住、在勤の方 �料１区画１，０００円
※応募多数の場合は抽選。 �申往復ハ
ガキに行事名、出店物の種類、住所、

氏名、年齢、電話番号を書いて、８月

３１日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７９・８００３日下町３―１―７ ゆう

ゆうプラザ（日下） ０７２（９８６）９２８４、

�０７２（９８６）９２９３

ゆとりーと共済会員

「ゆとりーと共済」は、中小企業支

援として市が出資して設立した�勤労
者福祉サービスセンターが運営する公

の共済制度です。

１人月６００円の会費で、従業員の慶弔

給付をはじめ、人間ドック補助やレジ

ャー施設の割引、教養講座など幅広い

事業を展開しています。福利厚生の充

実や外部委託を考えている事業主は、

ぜひご利用ください。

�申�問ユトリート東大阪 ０６（６７２１）

０３００、�０６（６７２１）１２１２

子育てを元気に楽しくする方法や

仕事の相談会、将来のスキルアップ

に役立つ講座を開きます。

シングルマザー
パワーアップのつどい

子育ての悩みや経験を語り合って、

心も体も元気になる「パワーアップ

のつどい」を市と市母子寡婦福祉会

が合同で開催します。２歳から就学

前幼児までの保育あり。 �時９月６
日�午後２時～４時 �所イコーラム
（男女共同参画センター） �申ハガ
キに行事名、氏名、電話・ファクス

番号、保育の有無（必要の場合は子

どもの氏名、年齢も）を書いて、８

月２７日�（必着）までに郵送（ファ
クスでも可）

�申�問〒５７７・８５２１市役所こども家庭
課 ０６（４３０９）３１９４、�０６（４３０９）３８１７

出張就業相談

専門の相談員が就職・転職の求人

情報の提供やハローワークへの紹介、

資格取得のための就業支援講習（パ

ソコン初級など）、履歴書の書き方、

面接のアドバイスなどを行います（前

日までに要予約・定員あり）。１歳６

か月から就学前幼児までの保育あり

（１人２００円で９月１日�までに要予
約・定員あり）。 �時９月１０日�午前
１０時～午後４時 �所イコーラム（男
女共同参画センター）

�申�問母子家庭等就業・自立支援セ
ンター ０６（６７６２）９９９５、�０６（６７６２）
３７９６

�問こども家庭課

就業支援講習会

パソコン初級講座を開講します。

２歳から就学前幼児までの保育あり。

�時１０月１７日～１２月１９日の毎週土曜日午
前１０時～午後４時（計１０日間） �所
谷町福祉センター �料１０，０００円 �申
往復ハガキに講習名、受講動機、以

前受講した方はその講習名、住所、

氏名、年齢、職業、電話番号、保育

の有無（必要な場合は子どもの氏名、

年齢も）を書いて、９月１７日�（消
印有効）までに郵送 ※応募多数の

場合は抽選。

�申�問〒５４０・００１２大阪市中央区谷町
５―４―１３ 谷町福祉センター内母子家

庭等就業・自立支援センター ０６

（６７６２）９９９５、�０６（６７６２）３７９６
�問こども家庭課

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先 �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

（１２）

車上ねらい防止～車から離れるときは必ず窓を閉め、ドアロックをしましょう ―東大阪市治安対策本部―

平成２１年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り


